
         

令和５年度 第３回 

江別市社会教育委員の会議 

 

 日 時：令和６年２月２０日（火）１５：３０～ 

 場 所：江別市教育庁舎 １階大会議室 

 

 

－ 次 第 － 

 

１ 開 会 

 

２ 教育部長あいさつ 

 

３ 委員長あいさつ 

 

４ 議 題 

（１）第１０期江別市社会教育総合計画の策定について 

（２）令和６年度社会教育予算（案）に係る主要事業について 

（３）令和６年度社会教育予算（案）に係る補助金の交付について 

（４）江別市旧町村農場のリニューアルについて【資料当日配付】 

（５）社会教育施設の使用料等の改定について 

 

５ その他 

 

６ 閉 会 



 
 
 
 

第１０期 

江 別 市 

社会教育 

総合計画 
 

令和６（２０２４）年度～令和１０（２０２８）年度 

 

江別市教育委員会 

江別の風土を生かし、 

豊かで潤いのある地域社会を創造する 

人づくり 

 

資料１ 



 



江別市民憲章 

 
 

 

 

 

 

 

江別市旗 

 

 

江 別 市 民 憲 章 

 

私たちは、屯田兵によってひらかれた江別の市民です。 

ひろびろと広がる石狩平野 

ゆうゆうと流れる石狩川 

緑深い野幌の原始林 

今に残る開拓のあしあと 

     私たちは、この恵まれた郷土の自然と歴史をこよなく愛し、 

よりよい江別の発展を願いこの憲章を定めます。 

     １、空も緑も美しい、のびのびとしたまちをつくりましょう。 

     １、力をあわせ、産業をさかんにし、豊かなまちをつくりましょう。 

     １、教養を深め、文化のかおり高いまちをつくりましょう。 

     １、健康でたのしい家庭と明るいまちをつくりましょう。 

     １、老人をいたわり、子どもの夢を育てるまちをつくりましょう。 

 

 

市民憲章告示 昭和４３（１９６８）年１２月２４日 

 



江別市教育目標 

 

 

 

 

 

江 別 市 教 育 目 標 

 

 

恵まれた自然と いろどりのある歴史をもった 

可能性あふれる 郷土「江別」に誇りをいだき 

ひとりひとりが自己を充実させ 

豊かな未来を築くために 

 

 

 

     １ 常に学習に励み 正しい判断力と 創造性に富む人 

     ２ 自然をいつくしみ 文化を育てる 感性豊かな人 

     ３ 心身を鍛え 明るく たくましく生きる人 

     ４ 健全な家庭と 豊かなまちづくりに 努力する人 

     ５ 国際的視野に立ち 郷土の発展に 貢献する人 

 

 

 

               昭和６２（１９８７）年７月２４日制定 
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Ⅰ 計画策定の背景と趣旨  

江別市教育委員会では、総合的な社会教育行政推進のため、昭和54（1979）

年に第1期江別市社会教育総合計画が策定されて以来、5年毎9期45年にわた

り、市民に充実した学習機会を提供できるよう、社会教育の推進を図ってまい

りました。 

しかし、この間、少子高齢化の進行や国際化、情報化の進展、社会経済のグ

ローバル化など、我が国の社会情勢は大きな変革の時代を迎えており、教育行

政においても時代の潮流に的確に対応することが求められています。 

国ではこうした社会の変化に対応するため、平成 18（2006）年に 60 年振り

に教育基本法を改正し、「生涯学習の理念」、「家庭教育」、「幼児期の教育」、「学

校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力」などを新たに規定し、さらに平成

20（2008）年には社会教育法等を改正し、社会教育が生涯学習を推進していく

うえでの制度的充実が図られました。 

その後、令和 2（2020）年から新型コロナウイルス感染症が世界中にまん延

し、人々の生活に大きな影響を与え、それを契機とした人工知能（AI）や IoT
※の進展など、急速な技術革新により超スマート社会（Society5.0）※が到来し、

社会に大きな変革をもたらしました。 

そうした中で、学びを止めないことの重要性が共有され、ICT※を活用した新

たな学びの可能性も示されました。どのような状況でも学べる環境や格差のな

い社会、多様性を認め合う社会が求められ、社会教育はその実現に大きな役割

を担うと考えられます。 

こうした背景を踏まえ、国では、第 4期教育振興基本計画、道では、新たな

北海道教育推進計画を策定し、今後の教育政策の基本的な方針を打ち出し、令

和5（2023）年度からスタートしています。 

江別市では国や道の動きを見極めながら、社会の変化と時代の要請に対応し

た新たな展望と目標を提示する社会教育行政の指針とするため、第10期江別市

社会教育総合計画を策定するものです。 

 ※IoT 

Internet of Things の略。自動車、家電、ロボット、施設などあらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取

りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく自動化などが進展し、新たな付加価値を生み出すというもの。 

 

 ※超スマート社会（Society5.0） 

  狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続く、新たな社会

を指すもので、人工知能（AI）、ビッグデータ、IoT、ロボティクスなどの先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に

取り入れられ、社会の在り方そのものが「非連続的」と言えるほど劇的に変わることを示唆するものであり、第5期科学技

術基本計画（平成28年 1月 22日閣議決定）で提唱された社会の姿。 

 

 ※ICT 

  Information & Communications Technology の略。情報通信技術のこと。 
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ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）とは、「Sustainable Development Goals

（持続可能な開発目標）」の略称で、平成 27（2015）年 9 月の国連サミットに

おいて、国連加盟193か国の合意により採択された、令和12（2030）年までに

達成すべき包括的な17のゴール（目標）と、その下位に示された169のターゲ

ットにより構成されています。 

日本では、「ＳＤＧｓアクションプラン」が策定され、豊かで活力のある「誰

一人取り残さない」社会を実現するため、一人ひとりの保護と能力強化に焦点

を当てた「人間の安全保障」の理念に基づき、世界の「国づくり」と「人づく

り」に貢献することとされ、地方自治体においてもＳＤＧｓ達成に向けた取組

を進めることとされています。 

本計画では、ＳＤＧｓの目標と対象やスケールなどは異なるものの、ＳＤＧ

ｓに掲げる「持続可能な社会の実現」と方向性は同一であり、計画に定めた施

策を着実に実行することで、ＳＤＧｓの目標達成に繋げていきます。 

 

―ＳＤＧｓについて― 
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※江別市教育大綱 

江別市では、教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の方針を示した大綱を、総合教育会議での協議を経て、市

長が策定。この大綱に基づき、学校教育や社会教育のさらなる充実を図るとともに、時代の変化に対応した教育施策を展開

するとしている。 
 
※意見公募（パブリックコメント） 

  公的な機関が策定前の原案を公表して、広く市民から意見・情報を募集する手続き。 

 

Ⅱ 計画の性格  

  江別市社会教育総合計画は、「江別市学校教育基本計画」、「江別市スポーツ

推進計画」と合わせて、教育基本法（第十七条第2項）に規定する、地方公共

団体が地域の実情に応じ策定する、教育の振興のための施策に関する基本的な

計画に位置付けられています。 

また、江別市の最高規範である「江別市自治基本条例」に基づき策定された

「江別市総合計画」が示す分野別の政策「まちづくり政策」に沿って策定され

る社会教育分野（スポーツを除く）の個別計画としても位置付けられるもので

す。 

  あわせて市長が定める江別市の教育、学術及び文化の振興に関する「江別市

教育大綱※」に掲げられている「基本理念」、「基本方針」が上記の総合計画及

び教育分野の各個別計画に充てられていることを念頭に置くものです。 

計画策定におけるこれらの基本的な考え方に併せ、市の関連計画である「江

別市子どもの読書活動推進計画」、「江別市男女共同参画基本計画」、「江別市地

域福祉計画」などとの整合性に配慮するとともに、「まちづくり市民アンケー

ト」や「意見公募（パブリックコメント）※」などで寄せられた要望、意見の

反映に努め、江別市の地域性を踏まえた社会教育を推進するための計画です。 

なお、社会教育のスポーツ分野については、別途「第７期江別市スポーツ推

進計画」（令和6（2024）年度～令和10（2028）年度）を策定しています。 
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第 10期 江別市社会教育総合計画 作成のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 計画の期間  
 

計画期間は、令和6（2024）年度から令和10（2028）年度までの５年間とします。 

 
 

年 度 
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 

第６次 

江別市総合計画 

          

第７次 

江別市総合計画 

          

江別市社会教育総合計画 
          

 

 

江別市社会教育総合計画 

えべつ未来づくりビジョン 

（第7次江別市総合計画） 

第4期教育振興基本計画 

・江別市学校教育基本計画 

・江別市スポーツ推進計画 

・江別市子どもの読書活動推進計画 

・江別市子ども・子育て支援事業計画 

・江別市男女共同参画基本計画 

・江別市地域福祉計画     など 

北海道教育推進計画 

第９期（５年間） 第 10 期（５年間） 

10 年間＜R6(2024)～R15(2033)＞ 

10 年間＜H26(2014)～R5(2023)＞ 

江別市教育大綱 
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Ⅳ 生涯学習と社会教育  

１ 社会教育とは 

社会教育とは、家庭または学校において行われる教育を除き、広く社会に

おいて行われる教育のことをいいます。また、生涯学習の中核として、全て

の市民を対象に行われる組織的な教育活動です。 

教育基本法と社会教育法では次のように定めています。 

＜教育基本法＞（社会教育） 

第十二条 個人の要望や社会の要請にこたえ、社会において行われる教育は、

国及び地方公共団体によって奨励されなければならない。 

２ 国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公民館その他の社会教育施設

の設置、学校の施設の利用、学習の機会及び情報の提供その他の適当な方法

によって社会教育の振興に努めなければならない。 

＜社会教育法＞（社会教育の定義） 

第二条 この法律において「社会教育」とは、学校教育法（昭和二十二年法

律第二十六号）又は就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の

推進に関する法律（平成十八年法律第七十七号）に基づき、学校の教育課程

として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる

組織的な教育活動（体育及びレクリエーションの活動を含む。）をいう。 

社会教育はいつの時代にも、そこに暮らす全ての人々が幸せになることを

目的として行われる幅広い活動です。これまでも、社会の急激な変化、新し

い時代への対応は、いつも社会教育が担ってきたといえます。 

社会的課題※、地域課題※、生活課題※などの学習課題の解決に向けては、

従来、組織や団体中心の社会教育が主でしたが、今日では、公民館や図書館、

博物館などの社会教育施設を利用して行われる個人の学習成果を地域社会

へつなげようという動きが増加しており、このような様々な学習活動の形態

にも社会教育は対応しています。 

このように昔も今も、社会教育には、住民の主体的な学びを支援するとと

もに、学びを通じて人と人がつながる機会や場をつくり、住民自ら生活の改

善と豊かで潤いのある「まちづくり」の担い手となる「人づくり」、すなわ

ち人材育成という重要な役割があります。 

 

 

※社会的課題：国際化、情報化、少子化、高齢化などの社会の変化にどのように対応していくかといった課題 

※地域課題：生活環境の整備や過疎化への対応、地域産業振興などのような課題 

※生活課題：健康の保持・増進、職業能力の開発など、個々人の家庭生活や職業生活、住民生活を円滑にし、充実させる 

ための課題 
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２ 生涯学習と社会教育の関係 

  生涯学習とは、人が生まれてから生涯を通じて、性別、障がいの有無に関

係なく、自分の学びたいという意思によって行う学習活動のことをいいます。 

生涯学習＝社会教育と考える人がいますが、生涯学習は、家庭教育・学校

教育・社会教育のほか、組織的に行われない個人学習なども含まれます。 

つまり、学習活動から見た生涯学習は、社会教育より広い活動を対象とす

る概念であり、様々な場での学びの繰り返しによって、その成果を適切に生

かすことのできる「生涯学習社会」の実現をめざすものです。 

「生涯学習の原点」は家庭教育であり、「生涯学習の基礎」は学校教育で培

います。そして、学習者の意思に基づいて組織的に展開される社会教育は「生

涯学習の中核」を担います。 

   生涯学習社会の実現のためには、住民と共に連携・協働しながら取り組む

ことが不可欠です。江別市においては、社会教育総合計画により市民と共に

生涯学習の推進を図っていきます。 

生涯学習 
急激な社会変化や新しい時代への対応には、生涯学び続けることが必要 

 
社会教育 生涯学習の中核 

 
学校教育 

生涯学習の基礎 

家庭教育 

生涯学習の原点 

個人で行う 

自由な学習活動 
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Ⅰ  江別市教育目標  

江別市教育委員会は、生涯学習時代に対応した地域社会を築くための指標と 

して、江別市教育目標を制定しました。以下に全文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 前文について 

江別市は、北の自然条件を巧みに利用した先史時代や慣れない寒さとたたか

いながらもその活用に成功した移住者達など、多くの先人の英知と努力によっ

て築かれてきた街である。そして今、その開拓者精神を受け継ぎ、歴史と風土

に根ざしながら新たな時代に向けての街づくりをすすめようとしている。 

教育もまた、めざましい科学の進展や、長寿社会の到来に対応して生涯学習

の時代を迎えている。 

そこで、市民一人ひとりが自己教育力を身につけ、知・徳・体の調和のとれ

た人間形成を図り自己の充実に努めるとともに、さらに豊かな未来と、人間尊

重の地域社会を築くための指標として、ここに教育目標を定めたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

江別市教育目標 
 

恵まれた自然と いろどりのある歴史をもった 

可能性あふれる 郷土「江別」に誇りをいだき 

ひとりひとりが自己を充実させ 

豊かな未来を築くために 

 

１ 常に学習に励み 正しい判断力と 創造性に富む人 

２ 自然をいつくしみ 文化を育てる 感性豊かな人 

３ 心身を鍛え 明るく たくましく生きる人   

４ 健全な家庭と 豊かなまちづくりに 努力する人 

５ 国際的視野に立ち 郷土の発展に 貢献する人 

 

昭和６２（１９８７）年７月２４日制定 
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本文について 

 

１ 生涯にわたり人生の各期に応じた学習に努めて、常に知性を磨き、新し

い社会を理解する力を高め、正しい判断力を育てるとともに、創造性に富

む人となることを目指すものである。 

 

２ 四季の自然に親しみ、緑を育て、郷土の歴史にふれながら万物をいつく

しみ、先人を敬う心や隣人に対する思いやりの心を育て、さらには、個性

的な地方の文化を創造していくために、感性豊かな人となることを目指す

ものである。 

 

３ 自らの体力や健康は自らの手でつくろうとする意識の下、生活の中に運

動やスポーツを取り入れ、生涯にわたって心身を鍛え、明るく豊かな生活

を築いていくために、たくましい心とからだをつくる人となることを目指

すものである。 

 

４ 基本的生活習慣を身につけたり、社会観を育てる人間形成の基礎は家庭

教育によるものであるということを全ての市民が認識し、親としての責任

と愛情をもって子供の個性の伸長を図り、自立心を育てることを目指すも

のである。 

また、健全な家庭に育った青少年が郷土の恵まれた自然や歴史にふれて、

さらに豊かな地域社会や次代を築くために、力を合わせて努力する人とな

ることを目指すものである。 

 

５ 世界の平和は、日本の平和であり、世界の平和なくして江別の平和も発

展もあり得ない。 

世界の平和を保つためには、世界の異文化を知り、理解を深めなければ

ならない。また、時間距離が短縮し、さまざまな情報がもたらされる中で

真実のみを選びだし、客観的に判断する力を養わなければならない。 

さらになお、未知なるものへの挑戦を恐れず、常に郷土の発展に尽くす

人となることを目指すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 計画の基本的な考え方 

- 12 - 

Ⅱ 計画の基本理念  
 

江別市民憲章と江別市教育目標を踏まえ、 

『第10期江別市社会教育総合計画』の基本理念を次のとおり定めます。 
 

【江別の風土を生かし、 

豊かで潤いのある地域社会を創造する人づくり】 

 

 

Ⅲ 計画の体系  
 

１ 基本目標と基本方向の設定 

 

計画は基本理念を定め、基本理念を実現するために基本目標を3項目、基

本目標を達成するための基本方向を10項目設定し施策に取り組みます。 

 

基本目標Ⅰ：地域全体で子どもを守り育てる体制づくり 

子育て支援や青少年教育の充実、子どもの居場所の保障をキーワード※に、

家庭・地域の教育力の向上、安全・安心な環境づくりなど4項目の基本方向

を設定し施策に取り組みます。 

 

  基本目標Ⅱ：持続可能な生涯学習の推進 

貧困や国籍の違い、障がいの有無や年齢などに関わらず、全ての市民を対

象とし、生涯にわたり学び続けられる生涯学習の推進をキーワードに、学習

環境の整備、多様な主体との連携・協働による学習活動の推進など3項目の

基本方向を設定し施策に取り組みます。 

 

基本目標Ⅲ： 

文化・芸術による豊かな人間性の涵
かん

養※と郷土の歴史の保存と継承 

市民の鑑賞機会の充実や市民の郷土愛、誇れる文化資源をキーワードに、

文化・芸術活動の推進、個性豊かな地域文化の保存活用と継承など３項目の

基本方向を設定し施策に取り組みます。 

 

 
※キーワード 

問題の解明や内容の理解のうえで手がかりとなる語句。 

 

※涵養（かんよう） 

土に水がしみ込むように、時間をかけてゆっくり丁寧に養い育てること。 
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２ 江別市総合計画との関係 

本計画は、第7次江別市総合計画の個別計画であり、基本目標については、

まちづくり政策分野6「子育て・教育」及び7「生涯学習・文化・スポーツ」

に基づいて設定したものです。 

基本目標Ⅰについては、6－（1）「子育て環境の充実」、6－（2）「子ど

もの教育の充実」及び7－（1）「生涯学習の充実」、基本目標Ⅱについては、

7－（1）「生涯学習の充実」、基本目標Ⅲについては、7－（2）「ふるさと

愛の醸成と地域文化の継承」に対応し、より具体的な基本方向を体系化しま

した。 

＜江別市総合計画と江別市社会教育総合計画の関係について＞ 

 
 

政策6 子育て・教育 

基本目標  

子どもたちが元気に育ち、

笑顔で学ぶ、未来あるまち 

 

取組の基本方針 

6－（1） 

子育て環境の充実 

6－（2） 

子どもの教育の充実 

  

基本目標Ⅰ 

地域全体で子どもを守り育

てる体制づくり 

政策7 生涯学習・文化・

スポーツ 

基本目標  

生涯学習・文化・スポーツ

に親しみ、心身ともに元気で

豊かに過ごせるまち 

取組の基本方針 

7－（1） 

生涯学習の充実 

基本目標Ⅱ 

持続可能な生涯学習の推進 

 

取組の基本方針 

7－（2） 

ふるさと愛の醸成と

地域文化の継承 

基本目標Ⅲ 

文化・芸術による豊かな人

間性の涵養と郷土の歴史の

保存と継承 

 

 

江別市総合計画 江別市社会教育総合計画 
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３ 目標と成果指標 

  実効性のある計画の推進に努めるため、成果指標を設定します。成果指標

の項目は、基本方向ごとに 1～2 項目とし、10 項目の基本方向に対し全部で

14項目設定します。令和４（2022）年度の数値を基準として、計画最終年度

である令和10（2028）年度を目標達成年度とします。 

設定した成果指標を軸に、施策の実施状況や達成状況、効果や課題につい

て、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づいて点検・評価を行い、その結果を次

の施策の展開に反映させる必要があります。 
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 ４ 計画体系図 

  

基本目標 基本方向 施策項目

(3)史跡や歴史的景観の保全と活用

３ 個性豊かな地域文化
　の保存活用と継承

(2)多彩な学習機会の提供

(1)歴史文化資源を生かした郷土学習の
　　推進

(2)文化財保護意識の醸成

(1)文化施設の環境整備

２ 文化施設の機能充実

(1)社会教育関係団体等が行う事業への
　　支援

(2)生涯学習情報の普及啓発

３ 多様な主体との連携・
　協働による学習活動の
　推進

(1)学校・家庭・地域が連携した生涯学習
　　環境の構築

(2)市民や社会教育関係団体などとの連携
　　の構築

Ⅲ 文化・芸術に
　よる豊かな人
　間性の涵養と
　郷土の歴史の
　保存と継承

１ 多様な文化・芸術活動
　の推進

(1)市民や団体などが行う文化・芸術活動へ
　　の支援

(2)市民の鑑賞機会の充実

３ 子どもの豊かな人間性
　を育む教育の実践

(1)地域の特色を生かした体験活動の創出

(2)未来を担う人材の育成

４ 子どもの安全・安心な
　環境づくり

(1)子どもの安全・安心な居場所の保障

Ⅱ 持続可能な
　生涯学習の
　推進

１ 生涯学び、活躍できる
　環境の整備

(1)多様なニーズに対応した学習機会の
　　提供

(2)社会教育施設の環境整備

２ 市民が行う主体的な
　学びへの支援

　基本理念
　　　　　江別の風土を生かし、豊かで潤いのある地域社会を創造する人づくり

Ⅰ 地域全体で
　子どもを守り育
　てる体制づくり

１ 家庭の教育力の向上

(1)家庭教育に関する学習機会や情報の
　　提供

(2)子育てを応援する環境づくり

２ 地域の教育力の向上
(1)子どもの活動を核とした地域コミュニ
　　ティの形成
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 基本目標Ⅰ 地域全体で子どもを守り育てる体制づくり  

 

 

家庭教育は、子どもが基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他者に対

する思いやりや基本的倫理観、自立心や自制心、社会的なマナーなどを身に付

ける上で重要な役割を果たすものです。 

しかし、近年は家庭環境の多様化に伴い、子育てについての不安・孤立を感

じる家庭や、子どもの社会性や自立心、基本的生活習慣の育成に課題を抱える

家庭が増加するなど、教育上の課題は複雑化しています。また、核家族化や共

働き世帯の増加などにより、地域とのつながりの希薄化が進み、子育てや家庭

教育を支える地域環境が大きく変化しています。 

そのため、家庭のみならず、地域の更なる教育力の向上に取り組むとともに、

子どもの豊かな人間性や社会性を育む体験活動を推進し、人づくりと地域づく

りを行うことによって、子どもたちが安心して過ごせる環境づくり、次代を担

う子どもたちに必要な力の育成など、地域全体で子どもを守り育てる体制づく

りを目指します。 

 

 

基本方向１ 家庭の教育力の向上 

〔現状と課題〕 

近年、核家族化の進行、共働き世帯やひとり親世帯の増加により、家族が

一緒に過ごす時間が少なくなり、保護者が子どもと向き合う時間が確保しに

くくなっています。 

家庭教育を担う保護者として必要な知識を習得するための支援や学習機会

の提供、保護者同士や地域の様々な世代により家庭教育を支え合う環境づく

りなど、家庭の教育力を高めるための家庭教育支援の充実が求められていま

す。 
 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 10（2028)年度 

家庭教育の支援に関する事業への参加者数 1,060人  

家庭の教育力向上を支援するサービス等の利

用者数 
27,761人  
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施策項目(1) 家庭教育に関する学習機会や情報の提供 

〔施策の概要〕 

保護者が安心して子育てを行うことができるよう、子育て家庭

が気軽に集まれる場の提供や、子育て及び子育て支援に関する講

演会の開催、スマートフォン無料アプリの活用など、学習機会や

情報の提供を進めていきます。 

〔主な取組〕 

◇子育て親子が交流できる場の提供と交流の促進 

◇子育て支援センターの運営 

◇スマートフォンアプリを活用した子育てサービス情報の配信 

◇家庭教育支援に関する講演会の開催 

 

 

江別市の核家族世帯数の推移（資料）国勢調査 

 

 

施策項目(2) 子育てを応援する環境づくり 

〔施策の概要〕 

子育て支援の拠点及び市外の子育て家庭を対象とした交流人口

の拡大を図るため、子どもと保護者が天候を気にせず遊べる場や、

子どもを中心とした様々な世代の人々が交流する場を設置するほ

か、子育て中の保護者の育児負担軽減と心身がリフレッシュでき

るよう託児サービスを提供します。 

また、家庭を訪問して絵本を配付するほか、絵本の読み聞かせ

や絵本紹介を行うことで、親子のコミュニケーションの時間を作

り、豊かな情感やゆとりを親子にもたらします。 
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〔主な取組〕 

◇情報図書館での「おはなし会」や講演会、人形劇など、 

子どもが読書に親しむ機会の提供 

◇出前型子育て支援事業の実施 

◇全天候型子育て支援施設の設置 

◇公民館での親子を対象とした事業の実施 

 

基本方向２ 地域の教育力の向上 

〔現状と課題〕 

地域の人間関係の希薄化等により、地域のコミュニティ機能が低下し、保

護者が身近な人から子育てやしつけ、教育について学ぶことや経験を共有す

ることが難しくなっています。 

家庭や社会の環境変化を踏まえ、幅広い地域住民等の参画により、学校・

家庭・地域が一体となり、地域住民の持つ知識や経験、技能などを生かして

地域全体で家庭教育を支えていく必要があります。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和10（2028)年度 

学校・家庭・地域の連携がとれていると思う

市民割合（江別市まちづくり市民アンケート） 
75.7％ 

 

地域団体等が主催する行事への参加者数 25,311人  
 

 

施策項目(1) 子どもの活動を核とした地域コミュニティの形成 

〔施策の概要〕 

子どもを地域ぐるみで育てる環境を整備することは、地域づく

りを進めていくために重要な役割を持っています。 

そのため、学校・家庭・地域が目指す子ども像を共有し、一体

となって子どもを育てる持続可能な仕組みを持った学校づくりを

行うほか、市内各小学校の施設を活用し、地域の指導者及び運営

ボランティアの協力による体験活動を提供します。 

〔主な取組〕 

◇地域の教育資源を活用した子どもの体験活動の支援 

◇青少年が地域とふれあう交流促進への支援 

◇えべつ型コミュニティ・スクール※の仕組みを活用した 

取組の推進 
 

※えべつ型コミュニティ・スクール 

えべつ型コミュニティ・スクールとは、江別市の伝統（教育のまち：オール江別で子どもを育てる）を基盤として、これ

まで以上に学校と保護者、地域住民が一体となって、地域に開かれた信頼される学校づくりを進めるため、平成29（2017）

年度から市内小中学校に導入された仕組み。学校運営へ地域の声を反映させるために「学校運営委員会」を設置している。 
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＜今住んでいる地域の行事に参加していますか＞（資料）全国学力・学習状況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
             ※小数点以下の端数処理の関係から、合計は 100 とならない場合がある。 

 

基本方向３ 子どもの豊かな人間性を育む教育の実践 

〔現状と課題〕 

青少年期の体験活動は、他者と協働する能力や社会を生き抜く力、規範意

識、道徳心、コミュニケーション能力や自立心、協調性、チャレンジ精神、

責任感、創造力を養うことができる、子どもたちの成長にとって重要なもの

です。 

そのため、子どもたちの身近な地域でできる様々な体験活動の機会を充実

させ、地域社会全体で青少年の豊かな心やたくましく生きる力を育む取組を

推進していきます。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和10（2028)年度 

ボランティア活動や体験学習活動に参加する

児童生徒の割合（江別市教育委員会調査） 
53.8％ 

 
 

江
別
市
の
中
学
３
年
生 

 

江
別
市
の
小
学
６
年
生 
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施策項目(1) 地域の特色を生かした体験活動の創出 

〔施策の概要〕 

地域の人材、自然、歴史、文化、産業などの教育資源を生かし

た活動や、創造性を育てる講座・教室の開催など様々な体験的な

学習機会を提供します。 

また、子どもたちの自主性や協調性、社会性を高めるため、普

段交流することのない他校の児童生徒や異年齢との交流、集団生

活を行う体験活動などを実施します。 

〔主な取組〕 

◇農業体験及び加工体験の実施 

◇科学の不思議さや楽しさを体験する事業の実施 

◇環境学習や青少年キャンプ村など自然とふれあう体験活動 

事業の推進 

◇「食」や「自然」を通じた体験型学習事業の実施 

 

 

施策項目(2) 未来を担う人材の育成 

〔施策の概要〕 

子どもの可能性や才能を伸ばすために、職業体験等を通して地

域の産業や、働くことの意義を学ぶことのできる取組を地域全体

で進めます。 

また、国際化が進展する中で、国際性豊かな人材を育成するた

め、異文化に触れる友好・姉妹都市交流を推進し、子どもの視野

を広げ郷土への愛着や誇りを育てる事業に取り組みます。 

〔主な取組〕 

◇地元企業と連携した職場体験事業の実施 

◇学習サポート教育及び学校支援地域ボランティアの派遣 

◇友好都市土佐市との相互交流事業の推進 

◇姉妹都市グレシャム市との相互交流事業の推進 

◇国内外の異文化交流事業実施の支援 
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基本方向４ 子どもの安全・安心な環境づくり 

〔現状と課題〕 

児童生徒の心と身体に深刻な被害をもたらすいじめは、子どもの尊厳を脅

かし、基本的人権を侵害するものであることから、「いじめは人間として絶対

に許されない行為である」という確固たる認識のもと、日頃から情報収集に

努め、未然防止及び早期対応・早期解決に向けた取組を行う必要があるほか、

不登校で悩む児童生徒に対しては、個別の相談や支援など、学校と連携し、

社会的自立に向けた適切な対応が求められています。 

また、スマートフォンやＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）

をはじめとする新たな機器・サービスが急速に浸透し、青少年を取り巻くイ

ンターネット利用環境が一層多様化する中で、ＳＮＳ等の利用に起因するト

ラブルが増加していることから、子どもたちが犯罪の被害者や加害者になら

ないよう、情報モラル教育※の一層の充実を図る必要があります。 
 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 10（2028)年度 

子育て環境が充実していると思う保護者の割

合（江別市まちづくり市民アンケート） 
47.9％ 

 

 

 

施策項目(1) 子どもの安全・安心な居場所の保障 

〔施策の概要〕 

子どもと保護者が安心できる放課後の生活の場を提供するた

め、放課後児童クラブを設置するほか、地域の大人との遊びやス

ポーツなどの交流を通して、児童の協調性や自主性、可能性を引

き出す取組を推進します。 

また、児童や家庭環境の問題を解決することにより、児童の健

全育成と家庭内の不安解消を図るため、相談窓口を設置するほか、

対応や解決方法などの指導・助言を行います。 

 

〔主な取組〕 

◇放課後児童クラブの設置 

◇児童館での世代間交流の実施 

◇交通安全教室の開催や通学路街頭指導の実施 

◇困難を抱えている児童やその保護者に対する相談事業の実施 

◇情報モラルに関する講演会の開催 

 

※情報モラル教育 
情報社会で適切な活動を行うための基となる考え方や態度を身に付けさせる教育をいう。 

情報化やネットワークの特性として、よりよいコミュニケーションや人と人との関係づくりに活用できる情報化の光の部

分と、インターネット上での誹謗中傷やいじめの問題など、情報化の影の部分を理解し、活用するうえでの判断力や心構え

を身に付けさせる。学校だけでなく家庭や地域との連携を図りながら情報モラルを身に付けさせる必要性がある。 
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＜普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマート 

フォンでＳＮＳや動画視聴などをしますか(携帯電話やスマートフォンを使って学 

習する時間やゲームをする時間は除く)＞（資料）令和４年度全国学力・学習状況調査から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                ※小数点以下の端数処理の関係から、合計は 100 とならない場合がある。 

 

 

 

 

江
別
市
の
中
学
３
年
生 

江
別
市
の
小
学
６
年
生 
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 基本目標Ⅱ 持続可能な生涯学習の推進  

 

 

  生涯学習は、豊かで充実した人生を送るために、人生の各段階の課題や必要

に応じて、あらゆる場所、時間、方法により各個人が自発的に行う自由で広範

な学習活動です。近年は、医療体制の充実、生活水準の向上、平均寿命の伸長

により、人生100年時代※を迎え、国際化、情報化、人工知能の進展など、社

会環境が著しく変化する中、市民一人ひとりがより豊かに生きていくため、生

涯にわたる学習により、自らの能力を高め、その成果を個人の生活のほか、地

域社会の課題解決に繋げていくことが重要です。 

  そのため、市の関係部局や学校、社会教育関係団体などとの連携・ネットワ

ーク体制を構築し、学習機会や学習情報の提供、学習成果の活用の場の充実に

取り組み、市民が生涯を通じていつでも、どこでも、自由に学習の機会を選択

して学び、その成果を自発的に社会に生かすことができる生涯学習社会の実現

を目指します。 

 

 

 

江別市蒼樹大学※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※人生100年時代 

英国のリンダ・グラットン氏（ロンドンビジネススクール教授）が提言。グラットン氏によると、平成19（2007）年に日

本で生まれた子どもの50％が 107歳に到達すると予想されている。 

国では、人生 100年時代を見据えた経済・社会システムを実現するための政策のグランドデザイン（長期にわたって遂行

される大規模な計画）を検討するため、平成29（2017）年 9月に「人生100年時代構想会議」を設置した。 

 

※江別市蒼樹大学 

65歳以上の市民を対象として、高齢者のいきがい作りや地域社会に貢献できる人材を育成する目的で運営されている高齢

者大学。 
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基本方向１ 生涯学び、活躍できる環境の整備 

〔現状と課題〕 

「人生100年時代」、「超スマート社会（Society5.0）」に向けて社会が大き

な転換期を迎える中、豊かに生きていく上で生涯学習の重要性は一層高まっ

ています。また、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、オンライン

学習の必要性が高まるなど、市民の学習環境や意識にも変化が生じました。 

そのため、市民一人ひとりが生涯を通じて学ぶことができる環境の整備、

多様な学習機会の提供、学習した成果が適切に評価され、それを生かして様々

な分野で活動できるようにするための仕組みづくりを行います。 

また、「江別市健康都市宣言※」の目指す、生涯を通じて市民が健康に過ご

せる健康意識の向上と健康づくりを支えるため、市民個々のライフステージ

に応じた学習機会の充実を図っていきます。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和10（2028)年度 

生涯学習に取り組むことで、心の豊かさを実感

している市民割合（江別市まちづくり市民アン

ケート） 

26.7％ 
 

生涯学習の施設が充実していると思う市民割

合（江別市まちづくり市民アンケート） 
65.8％ 

 
 

 

 

施策項目(1) 多様なニーズに対応した学習機会の提供 

〔施策の概要〕 

市民の様々な学習意欲に応えるため、学習ニーズを的確に把握

し、意欲的・主体的に学習活動ができるよう、必要な情報の適切

な提供に努めます。 

また、貧困や国籍の違い、障がいの有無や年齢などに関わらず、

市民一人ひとりが学びを続けていけるよう、それぞれの能力に応

じた学びの場を提供していきます。 

 

 

 

 

※江別市健康都市宣言 

平成 29（2017）年 4 月 1 日、健康寿命を延ばし、だれもが健康で安心して暮らせるまちをめざす「健康都市えべつ」を宣言。 

一 生涯を通じて学び、こころと体の健康に関心を持ち続けます。 

一 みずからの健康を守るため、進んで自分の健康状態を確かめます。 

一 バランスのよい食事や適度な運動により、正しい生活習慣を守ります。 

一 地域とのつながりを大切にし、健康づくりの輪を広げます。 
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〔主な取組〕 

◇高齢者大学の開設 

◇国際交流員による国際交流事業の実施や情報提供 

◇男女共同参画社会の実現に向けたセミナーの開催や情報発信 

◇健康の保持・増進に向けた教室や出前教育の実施 

◇多様性社会に対応した学びの場の提供 

◇ＩＣＴを活用した情報提供 

◇デジタルデバイド※解消のための学習機会の提供 

 

 

施策項目(2) 社会教育施設※の環境整備 

〔施策の概要〕 

誰もが安全で快適に利用でき、社会の変化や市民の多様なニー

ズに対応した学習活動の拠点として、公民館、情報図書館、郷土

資料館、セラミックアートセンターなどの施設の整備を計画的に

進め、安全性の確保や利便性の向上を図るとともに、職員の専門

性と施設・設備などの特色を生かした学習プログラムや学習情報

の提供など、利用者のニーズに応えるため地域に密着したハー

ド・ソフト両面のサービスの充実を図ります。 

〔主な取組〕 

◇市民の学習活動を支える環境の整備 

◇社会教育施設利用者へのサービスの充実 

◇社会教育施設の設備等の整備 

◇年齢や性別、障がいの有無などに関係なく 

誰もが利用しやすい施設環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 
デジタルデバイド 

 インターネットやパソコンなどの情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差のことをいう。 

 

※社会教育施設 

社会教育施設とは、社会教育の奨励に必要な施設（社会教育法第三条）であって、社会教育活動に利用される施設あるい

は、教育委員会が所管する施設をいう。 

＜江別市の社会教育施設＞ 

① 中央公民館・コミュニティセンター         ⑤ セラミックアートセンター 

② 野幌公民館                    ⑥ 旧町村農場 

③ 大麻公民館・えぽあホール（市民文化ホール）    ⑦ 郷土資料館 

④ 情報図書館                    ⑧ 屯田資料館（道有形文化財） 
 

◇社会教育施設としては、他に市民体育館等のスポーツ施設も含まれる。 
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基本方向２ 市民が行う主体的な学びへの支援 

〔現状と課題〕  

市民の地域活動への参加を促進するためには、生涯学習活動や学習で得た

成果を生かすことができるよう、これらのきっかけとなる情報を、いつでも

だれもが得られる環境をつくることが重要です。 

そのため、市民が主体となって行う団体活動や、ボランティア活動を支援

するための新たな知識・技能の習得に結びつく学習機会と情報の提供を図っ

ていきます。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和10（2028)年度 

生涯学習の情報が充実していると思う市民割

合（江別市まちづくり市民アンケート） 
59.1％ 

 
 

 

 

施策項目(1) 社会教育関係団体等が行う事業への支援 

〔施策の概要〕 

市民が主体となって活動している社会教育関係団体等が実施す

る事業への支援や、子どもの健全育成のための活動を行うＰＴＡ

等の団体に対する支援を行い、社会教育活動の活性化を図ります。 

〔主な取組〕 

◇社会教育関係団体等の事業への支援 

（生涯学習推進協議会・女性団体協議会・ＰＴＡ連合会・聚楽

学園※など） 

 

 

施策項目(2) 生涯学習情報の普及啓発 

〔施策の概要〕 

生涯学習に関する様々な情報を、市広報紙やホームページ、社

会教育関係団体発行の情報誌やホームページなどから発信し、市

民の主体的な学びに活用される情報提供の充実を図ります。 

また、デジタル技術等を活用し、タイムリーな情報の発信に努

めます。 

 

 

 

 

 
※聚楽（じゅらく）学園 

 江別市の高齢者大学「江別市蒼樹大学」の大学院という位置付けで、昭和50年に卒業生で組織し、自主運営を基本とする

高齢者の学びの場。 
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〔主な取組〕 

◇市広報紙やホームページによる生涯学習情報の発信 

◇社会教育関係団体発行の情報誌等による活動内容の発信 

◇ＱＲコード等を活用した生きた情報の発信 

 

 

基本方向３ 多様な主体との連携・協働による学習活動の推進 

〔現状と課題〕 

地域における様々な課題を解決するためには、住民や地域活動団体、企業、

行政など、地域に関わる多様な主体がそれぞれの強みを生かしながら、連携・

協力して、生涯学習の環境づくりを進める必要があります。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 10（2028)年度 

生涯学習の機会が充実していると思う市民割

合（江別市まちづくり市民アンケート） 
62.2％ 

 
 

 

 

施策項目(1) 学校・家庭・地域が連携した生涯学習環境の構築 

〔施策の概要〕 

市民の高度かつ多様な学びのニーズに対応するためには、地域 

が持つ様々な分野の人材や学習ノウハウの柔軟な活用が有効です。 

ボランティアの協力による伝統文化の学習、地域活動団体と連携

した体験活動事業、市内の4大学との協働による公開講座など、全

ての市民が継続して学べる環境づくりに取り組みます。 

 

〔主な取組〕 

◇地元企業と連携した職場体験の実施 

◇地域活動団体と連携した体験活動事業の実施 

◇市内4大学と連携したえべつ市民カレッジ※の開催 

◇道民カレッジ※との連携 

◇市内大学からのインターンシップの受け入れ 

◇市内大学による出前講座の実施 

 
※えべつ市民カレッジ 

江別市教育委員会が運営し、江別市と市内4大学等が連携して行う市民のための公開講座。一定の単位を取得すると学長

（江別市長）が認定した学士・修士・博士・学長奨励賞の修了証が与えられる。 

 

※道民カレッジ 

北海道教育委員会が運営する「ほっかいどう生涯学習ネットワークカレッジ事業」の通称。産学官が連携して行う道民の

ための公開講座。また、各市町村で行われる公開講座も含め、一定以上の学業を積んだ人には、学長（北海道知事）が認定

した称号が与えられる。 
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施策項目(2) 市民や社会教育関係団体などとの連携の構築 

〔施策の概要〕 

市民や社会教育関係団体などと連携を図り、実行委員会形式や

共催により事業を展開していきます。 

また、自然体験活動や文化活動を行う団体と連携を図り、団体

の活動を通して青少年の健全育成に共通の理解を深め、地域に根

ざした生涯学習の推進を図ります。 

〔主な取組〕 

◇生涯学習推進協議会と連携した事業の実施 

◇公民館や情報図書館による市民団体等と連携した事業の実施 

◇子ども会への支援と連携強化 

◇実行委員会形式で開催する事業への支援 

 

 

 

ら・ら・らフェスティバル※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ら・ら・らフェスティバル 

教育、芸術・文化、福祉や市民活動など様々な分野で活動している市内の団体・個人で構成される「江別市生涯学習推進

協議会」主催の参加・体験型イベント。会員が日頃の活動の成果を発表することで、子どもから高齢者までのあらゆる世代

の方々に生涯学習を身近に感じてもらうことを目的として開催している。 
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基本方向１ 多様な文化・芸術活動の推進 

〔現状と課題〕 

地域の文化芸術が持続可能的に活性化するためには、自己の趣味教養を高

めるだけの学びから脱却し、学びの循環がなされ、地域に還元される必要が

あります。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和 10（2028)年度 

文化・芸術活動に参加している市民割合（江

別市まちづくり市民アンケート） 
26.6％ 

 
 

 

 

 

基本目標Ⅲ 文化・芸術による豊かな人間性の涵養と 

                郷土の歴史の保存と継承  

 

 

文化・芸術活動は、全ての市民に潤い豊かで、活力に満ちた生活をもたらす

ものです。このような生活を生涯にわたって享受することで、人としての心の

豊かさが徐々に育まれ、幸せな人生を送る糧となります。 

また、郷土の歴史への理解を深め、全ての市民がふるさと愛を分かち合い、

伝え続けることで、地域の特色が花開くとともに、江別の魅力を発信する原動

力にもつながります。 

このため、文化・芸術活動においては、学びの循環を促進し、持続可能的に

活性化するよう、市民の主体的な活動を支援するとともに、多様な文化・芸術

活動に触れる機会の提供に努めます。 

また、文化・芸術活動の拠点となる文化施設においては、安全・安心かつ快

適な活動空間を提供できるよう、環境整備に努めるとともに、多様化する学習

ニーズに対応する情報提供や学習プログラムの構築を図ります。 

郷土の歴史への理解を深め、その保存と継承を図るために、歴史文化遺産の

適切な保存に努めるとともに文化財の観光資源への活用も促進し、市民が郷土

に愛着をもち、誇れる文化資源となるよう調査研究、学習機会の提供などに努

めます。 
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施策項目(1) 市民や団体などが行う文化・芸術活動への支援 

〔施策の概要〕 

市民や団体などが行う文化・芸術活動を向上させ、その成果を

地域へ還元するとともに、次世代への学びの循環を促し、人材や

団体の育成を図る事業を推進します。 

また、活動成果の達成機会となる発表を支援する取組を行いま

す。 

〔主な取組〕 

◇市民が地域で行う文化・芸術活動への支援 

◇文化・芸術団体への支援 

◇地域の文化・芸術を担う人材育成の奨励 

 

 

施策項目(2) 市民の鑑賞機会の充実 

〔施策の概要〕 

文化・芸術活動は、全ての市民に潤い豊かで、活力に満ちた生

活をもたらし、幸せな人生を送る糧となります。 

こうした人生を送るためには、質の高い優れた芸術を鑑賞する

機会に触れることが重要であることから、多くの市民が文化・芸

術に興味を持つとともに、自らも創造性豊かな文化・芸術活動に

意欲的に取り組む環境づくりを進めます。 

〔主な取組〕 

◇文化・芸術活動を展開する環境づくり 

◇優れた芸術鑑賞機会の充実 

 

 

まちかどコンサート※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※まちかどコンサート 

市内在住または市内で音楽活動をしている個人・団体によるコンサート。公民館やセラミックアートセンター等で6月と

12月の年2回開催している。新人を含めた演奏家の発掘と、江別の音楽文化の振興に寄与することを目的としている。 
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基本方向２ 文化施設の機能充実 

〔現状と課題〕 

文化施設は、道内外の美術工芸展や企画展の開催をはじめ、優れた文化・

芸術活動を鑑賞する機会を幅広く提供する等、市民の文化水準を一層引き上

げるうえで大きな役割を果たします。 

郷土資料館、セラミックアートセンターでは、修繕計画に基づいた営繕が

施され、安全・安心、快適な施設環境を保持するため、年次計画的に修繕を

施工しているところですが、今後は、施設のあり方も含め、長寿命化計画策

定の検討を行います。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和10（2028)年度 

過去1年間に文化施設を利用した市民割合（江

別市まちづくり市民アンケート） 
25.9％ 

 

 

 

施策項目(1) 文化施設※の環境整備 

〔施策の概要〕 

市民の文化・芸術活動の場となる文化施設においては、安全・

安心かつ快適な活動空間を提供できるよう、施設整備に努めると

ともに、文化活動や地域コミュニティ活動の拠点施設としての活

用促進を図ります。 

〔主な取組〕 

◇文化施設の機能拡充と活用促進 

◇郷土資料館、セラミックアートセンターの長寿命化計画 

策定の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

※文化施設 

＜江別市の文化施設＞ 

江別市では、文化施設を「舞台を有し、舞台芸術の公演や映像作品上映会などを行なう施設」、「美術作品の展覧会などを

行なう施設」、「音楽、演劇等の舞台芸術の練習、または美術の創作を行う施設」などと位置付けている。 

①中央公民館・コミュニティセンター          ⑤セラミックアートセンター 

②野幌公民館                     ⑥ガラス工芸館 

③大麻公民館・えぽあホール（市民文化ホール）     ⑦郷土資料館 

④市民会館 

施策項目(2) 多彩な学習機会の提供 

〔施策の概要〕 

ますます多様化する学習ニーズに対応する情報提供や学習プロ

グラムの構築を図るとともに、多様な主体と学び合い、誰一人と

して取り残さない学習機会の提供に取り組みます。 
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基本方向３ 個性豊かな地域文化の保存活用と継承 

〔現状と課題〕 

江別の歴史を物語る土偶や古墳の所在、樺太（対雁）アイヌ※、屯田兵※、

北越殖民社※などの歴史は、市民にとって貴重な財産です。 

歴史文化遺産は市民の郷土に対する愛着や誇りを育む基盤となるものです

が、十分に認知されていません。観光資源として活用することで、交流・関

係人口の増加が期待できることから、観光協会等と連携し、市内外へ文化財

や歴史遺産に関する情報を発信するとともに、現地の環境整備に努めます。 

 

成  果  指  標 
現状値 

令和４（2022）年度 

目標 

令和10（2028)年度 

文化財や歴史遺産の活用により、個性豊かな

文化が育っていると思う市民割合（江別市ま

ちづくり市民アンケート） 

35.3％ 
 

郷土文化・歴史を学ぶ事業の開催 48回  
 

 

施策項目(1) 歴史文化資源を生かした郷土学習の推進 

〔施策の概要〕 

郷土の歴史への理解を深め、全ての市民がふるさと愛を分かち

合い、伝え続けられるよう、江別の魅力を学ぶ機会の充実を図り

ます。 

また、市民のふるさと学習を支援するため、子どもや大人を対

象とした体験型学習プログラムの事業を展開するほか、郷土資料

館の常設展示やロビー展の充実を図ります。 

 

※樺太（対雁）アイヌ 

明治 8（1875）年、日本とロシアとの間で締結された樺太千島交換条約により日本帰属を希望し、樺太（サハリン）から

北海道の宗谷へ移住したものの、翌年の明治9（1876）年に江別の対雁へ強制移住させられた人々。 

 

※屯田兵 

警察権をもつ憲兵で、士族を資格とする世襲制の軍隊とし、農業開拓を進めるために家族を伴い、戸主は軍事訓練を受け

て非常の変に備えた。江別市には、明治11（1878）年、江別太（えべつぶと／現在の緑町・王子辺り）に岩手県から10戸

56 名が入地したのが始まり。 

 

※北越殖民社（ほくえつしょくみんしゃ） 

北海道の開拓事業を志して、大橋一蔵、三島億二郎らが中心となり、明治19（1886）年に新潟県長岡市で創設された。同

年、江別太へ入植、さらに明治23（1890）年からは広島街道（現在の道道江別恵庭線）沿線の東西野幌地区を中心に開拓を

進めた。会社は、昭和24（1949）年に農地改革で全地を開放するまで続いた。 

〔主な取組〕 

◇文化施設の主催事業の実施と情報提供 

◇多様化する市民ニーズに対応できる学習機会の提供 

◇多様な主体と学びあう広範囲な学習機会の提供 
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施策項目(2) 文化財※保護意識の醸成 

〔施策の概要〕 

郷土の歴史を伝える歴史文化遺産の保存と継承を図るために、

適切な調査研究に努め、その成果を公表するとともに、文化財を

保持伝承している団体の支援を継続し、市民一丸となった文化財

保護意識の啓発を図ります。 

〔主な取組〕 

◇郷土の指定・登録文化財、埋蔵文化財の調査研究、保存 

と活用 

◇郷土芸能の保存・伝承活動への支援 

◇郷土のれんが産業史を学び伝える機会の充実 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔主な取組〕 

◇子どもたちを対象とした郷土学習講座の開催 

◇市民の郷土文化を学習する機会の充実 

◇郷土の文化遺産の周知・公開 

施策項目(3) 史跡や歴史的景観の保全と活用 

〔施策の概要〕 

文化財の観光資源としての活用を促進し、市民が郷土に愛着を

もち、誇れる文化資源となるとともに、交流・関係人口の増加に

つながるよう、ＳＮＳ等を活用した市内外への情報発信の充実を

図ります。 

〔主な取組〕 

◇史跡等を市内外へ広く情報発信するとともに学ぶ機会の充実 

◇観光協会等と連携し、郷土史学習等の機会を広く発信 

※文化財 

＜江別市の指定文化財・登録文化財＞ 

○重要文化財（国指定）               

・北海道江別太遺跡出土品              

・北海道元江別1遺跡土壙
ど こ う

墓
ぼ

出土品          

 

○史跡（国指定） 

・江別古墳群 

 

○北海道指定有形文化財 

・野幌屯田兵第二中隊本部 

・大麻3遺跡出土の土偶 

 

○江別市指定文化財 

・千古園（史跡） 

・火薬庫（史跡） 

・野幌太々
だいだい

神楽
か ぐ ら

(無形民俗文化財） 

・扁額
へんがく

「對鴈學校
ついしかりがっこう

」（有形文化財） 

・扁額「冨
ふう

貴在苦學
き く が く ろ う

労 力
りょくにあり

」（有形文化財） 

・坊主山遺跡出土江別式土器(有形文化財) 

・旧岡田倉庫(有形文化財) 

 

○国登録有形文化財 

 ・北海道林木育種場旧庁舎 

 ・旧北陸銀行江別支店 

 ・旧ヒダ工場 



 



 
 
 

 

 

 

 

諮問書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９ 

 

 

答申書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ 
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令和４年１２月２２日  

 

 江別市社会教育委員の会議 

 委員長 井上 大樹 様 

江別市教育委員会   

教育長 黒川 淳司  

 

諮 問 書 

 

江別市教育委員会では、「江別の風土を生かし、豊かで潤いのある地域社会を創造する

人づくり」を第９期江別市社会教育総合計画（平成３１年度～令和５年度）の基本理念と

して定め、社会教育施策の推進を図ってまいりました。 

計画に基づき施策を展開する中で、令和２年以降の新型コロナウイルス感染症の感染拡

大は、社会活動の制限によるコミュニケーション機会の減少や、新たな生活様式として非

接触やオンラインが推奨され、社会のあらゆる分野においてデジタル化が進むなど、大き

な影響をもたらしました。 

国においては、第４期教育振興基本計画（令和５～９年度）の策定にあたり、２０４０

年以降の社会は、人口減少や高齢化、コロナ禍によってより重要性が高まったデジタルト

ランスフォーメーション、グローバル化や多極化、地球環境問題などがこれまで以上に進

行することが予測されるとともに、先行きが不透明で将来の予測が困難な未来を迎えよう

としていることから、主体的な学びを通じ、自ら未来を切り拓いていくことができる人材

の育成が必要であるとしています。 

 こうした動きの中で、地域における社会教育行政のあり方が問われており、本市におい

ても現計画が令和５年度で終了することから、時代の変化に対応した生涯学習の中核を担

う社会教育行政推進の展望と目標を提示する必要があります。 

 以上のことを踏まえ、「第１０期江別市社会教育総合計画」を策定するにあたり、社会

教育法第１７条第１項２号の規定により社会教育委員の会議においてご審議いただきたく

諮問いたします。 

記 

 

１ 諮問事項 

  第１０期江別市社会教育総合計画の立案にあたり、国や道の新たな教育振興計画等を

参酌するとともに、第７次江別市総合計画との整合性を図りながら、社会教育に関して

ご意見をいただきたい。 

 

２ 計画期間 

  令和６年度～令和１０年度（５年間） 

 

３ 答申期限 

  令和５年１２月 
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答 申 書 
令和５年１２月２０日  

 

江別市教育委員会 

教育長 黒川 淳司 様 

 

江別市社会教育委員の会議 

委員長 井上 大樹 

 

 

第１０期江別市社会教育総合計画の策定について（答申） 

 

 

令和４年１２月２２日付で諮問のありました「第１０期江別市社会教育総合計画」の策

定について、社会教育委員の会議及び専門部会において慎重に審議を重ね、その結果を取

りまとめましたので、次のとおり答申いたします。 

 

記 

 

本市の社会教育については、現行の第９期江別市社会教育総合計画の基本理念である「江

別の風土を生かし、豊かで潤いのある地域社会を創造する人づくり」を実現するため、生

涯学習社会の観点にたった、様々な社会教育施策が進められてきました。 

 

新計画では、この流れを止めることなく、市民が生涯にわたって主体的に学び、心豊か

な人生を送ることができるよう、持続可能な地域づくりを進めていくことが必要です。 

 

本答申は、未曾有の自然災害や感染症、ＡＩ（人工知能）をはじめとしたデジタル化の

進展など、社会環境が目まぐるしく変化している中にあっても、社会教育の果たすべき役

割は、現代的・社会的な課題を市民同士が学びあい教えあう相互学習を通じて、教養を高

め、健康の増進を図り、人と人との絆を強くすることで、地域コミュニティを活性化する

ことにある、との認識に基づいて立案したものです。 

 

本答申が、えべつ未来づくりビジョン（第７次江別市総合計画）との整合性を図り、「い

つでも、どこでも、だれでも、いつまでも」、学ぶ楽しさを感じ、学びを通じて得た成果が、

人づくり・つながりづくり・地域づくりにつながる生涯学習社会の実現を目指す計画にな

ることを期待いたします。 
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第１０期江別市社会教育総合計画策定経過 

 

≪令和４（2022）年度≫ 

年月日 内容 

令和４(2022)年 

８月 ２日 

第１回社会教育委員の会議に第１０期江別市社会教育総合計画(以降「計画」)

策定スケジュールを説明 

９月15日 計画の策定方針決定 

10月 20日 第２回社会教育委員の会議に策定方針説明、第９期計画の点検・評価 

10月 27日 定例教育委員会に計画策定のスケジュール等を報告 

11月 ２日 関係部署職員による計画策定庁内会議（以降「庁内会議」）設置 

11月 14日 総務文教常任委員会に計画策定のスケジュール等を報告 

11月 18日 第１回庁内会議で策定方針、作業日程、検討課題の協議 

12月 22日 定例教育委員会で計画の策定に係る諮問について審議 

令和５(2023)年 

２月 17日 

 

社会教育委員の会議に教育長から計画策定に係る諮問書を交付 

第３回社会教育委員の会議で計画策定専門部会（以降「専門部会」）を設置 

第１回専門部会で計画体系案協議 

２月10日 総務文教常任委員会に第９期計画の点検･評価報告 

２月28日 第２回庁内会議（書面開催）で計画体系案協議 

３月23日 第２回専門部会で計画体系案作成 

≪令和５（2023）年度≫ 

年月日 内容 

令和５(2023)年 

４月 26日 

 

第３回専門部会で計画素案（たたき台）協議 

５月 ８日 第３回庁内会議（書面開催）で計画素案協議 

６月 １日 第４回専門部会で計画素案作成 

6月８～30日 計画素案に対する社会教育関係団体等への調査 

７月14日 第５回専門部会で社会教育関係団体等への調査結果協議、計画素案の修正等 

８月10日 第１回社会教育委員の会議で計画素案審議、計画（案）の作成 

８月18日 定例教育委員会に計画（案）に係る意見公募（パブリックコメント）の実施報告 

８月24日 総務文教常任委員会に計画（案）に係る意見公募（パブリックコメント）の実施

報告 

９月 １日 

～10月 ２日 

計画（案）に対する意見公募（パブリックコメント）の実施 

11月 16日 第２回社会教育委員の会議に意見公募（パブリックコメント）の結果報告、計画

（案）及び答申案の協議 

12月 20日 社会教育委員の会議から教育委員会に計画の策定について答申 

12月 22日 定例教育委員会で意見公募（パブリックコメント）の結果報告、計画の策定につ

いて協議 

令和６(2024)年 

１月 31日 

 

定例教育委員会で計画の策定について審議･決定 

２月 ９日 総務文教常任委員会に計画の策定について報告 

２月20日 第３回社会教育委員の会議に計画の策定について報告 
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第１０期江別市社会教育総合計画策定関係者名簿 

 

◎江別市社会教育委員の会議 

役職 氏名 所属 備考 

委員長 井上 大樹 札幌学院大学 専門部会 

副委員長 藤田 昌之 特定非営利活動法人江別市文化協会 
専門部会 

部会長 

委員 石橋 浩明 江別市小中学校長会  

委員 岩田 草平 江別市青少年のための市民会議  

委員 北川 智浩 公募  

委員 木滑 幸江 公募 専門部会 

委員 黒河内葉子 江別市家庭問題研究会  

委員 辻  麻紀 北海道教育振興会 
専門部会 

副部会長 

委員 藤田くみ子 江別市女性団体協議会  

委員 松山 和子 江別市生涯学習推進協議会 専門部会 

※委員長、副委員長以下、あいうえお順 

 

◎第１０期江別市社会教育総合計画にかかる庁内会議 

所属 備考 

教育部次長 議長 

教育部生涯学習課長 副議長 

教育部スポーツ課長  

教育部情報図書館長  

教育部郷土資料館長  

教育部郷土資料館参事（セラミックアートセンター事業担当）  

企画政策部政策推進課参事（総合計画・総合戦略担当）  

企画政策部デジタル政策室参事（デジタル政策担当）  

生活環境部市民生活課参事（市民協働担当）  

健康福祉部子育て支援室子育て支援課長  

健康福祉部子育て支援室子ども育成課長  

建設部建築住宅課長  

教育部生涯学習課生涯学習係長  

教育部生涯学習課生涯学習係主査（文化振興担当）  

教育部生涯学習課青少年係長  
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令和６年度 絵で見る 社会教育事業（主要事業）①

生涯学習課

江別の酪農の歴史と産業を発信する旧町村農場に新
たな機能を付加し、市民に親しまれ利用される施設へ
リニューアルを図ります。

◆ 令和６年６月リニューアルオープン（予定）
◆ 開館時間等の変更
◆ Ｗｉ－Ｆｉ設備の設置
◆ 看板等の再塗装

旧町村農場保存活用推進事業
旧町村農場管理運営事業
旧町村農場保存活用推進事業
旧町村農場管理運営事業 千円千円25,51325,513

江別の酪農の歴史と産業を発信する旧町村農場に新
たな機能を付加し、市民に親しまれ利用される施設へ
リニューアルを図ります。

◆ 令和６年６月リニューアルオープン（予定）
◆ 開館時間等の変更
◆ Ｗｉ－Ｆｉ設備の設置
◆ 看板等の再塗装

旧町村農場保存活用推進事業
旧町村農場管理運営事業 千円25,513

旧町村農場

主体的かつ創造性豊かな芸術文化活動の活性化を図るた
め、江別市独自の創造型芸術文化活動を実施します。

◆ まちかどコンサート開催（６月、１２月）
◆ まちなかアート月間事業開催
◆ 市民ミュージカル準備経費補助

市民芸術祭開催支援事業市民芸術祭開催支援事業
千円千円1,4001,400

主体的かつ創造性豊かな芸術文化活動の活性化を図るた
め、江別市独自の創造型芸術文化活動を実施します。

◆ まちかどコンサート開催（６月、１２月）
◆ まちなかアート月間事業開催
◆ 市民ミュージカル準備経費補助

市民芸術祭開催支援事業
千円1,400

北海道林木育種場旧庁舎

地域資源を活用し、非日常の体験を子どもたちに提供
する、生活体験活動及び自然体験活動を実施します。

◆ はじめてのお泊り会（小１～小３）
◆ ツリークライミング体験会（小４～中３）

地域体験活動事業地域体験活動事業
千円千円155155

地域資源を活用し、非日常の体験を子どもたちに提供
する、生活体験活動及び自然体験活動を実施します。

◆ はじめてのお泊り会（小１～小３）
◆ ツリークライミング体験会（小４～中３）

地域体験活動事業
千円155

まちかどコンサート

各種イベントをとおして、民間利活用の始まった北海
道林木育種場旧庁舎の認知度の向上と利活用の促進を図
ります。

◆ 建物歴史セミナー
◆ 市内大学活用セミナー

北海道林木育種場旧庁舎
保存利活用推進事業

北海道林木育種場旧庁舎
保存利活用推進事業 千円千円430430

各種イベントをとおして、民間利活用の始まった北海
道林木育種場旧庁舎の認知度の向上と利活用の促進を図
ります。

◆ 建物歴史セミナー
◆ 市内大学活用セミナー

北海道林木育種場旧庁舎
保存利活用推進事業 千円430

ツリークライミング

資料２
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令和６年度 絵で見る 社会教育事業（主要事業）②

スポーツ課

安全かつ快適に市民がスポーツに親しむことのでき
る環境を持続的に提供するため、体育施設を改修しま
す。

◆ 市民体育館管理棟外部等改修

市民体育館改修整備事業市民体育館改修整備事業

千円千円55,02955,029

安全かつ快適に市民がスポーツに親しむことのでき
る環境を持続的に提供するため、体育施設を改修しま
す。

◆ 市民体育館管理棟外部等改修

市民体育館改修整備事業

千円55,029

トップアスリートとの交流により、市民のスポーツ
技術の向上と、スポーツ活動の活性化を図ります。

◆ 日本代表・プロスポーツ団体への合宿支援
◆ トップアスリートを招いたスポーツ教室等の開催
◆ 「水泳の日２０２４」開催支援

トップアスリート交流推進事業トップアスリート交流推進事業
千円千円4,3204,320

トップアスリートとの交流により、市民のスポーツ
技術の向上と、スポーツ活動の活性化を図ります。

◆ 日本代表・プロスポーツ団体への合宿支援
◆ トップアスリートを招いたスポーツ教室等の開催
◆ 「水泳の日２０２４」開催支援

トップアスリート交流推進事業
千円4,320

市民体育館

「水泳の日２０２３」（広島市開催）

デジタル技術の活用により、市民の利便性を向上させ
るとともに、図書貸出業務などの効率化を図ります。

◆ 本・雑誌のセルフ貸出機の導入
◆ ＩＣカウンター・ＩＣゲートの設置
◆ 資料へのＩＣタグ貼付

情報図書館デジタル化推進事業

千円１７１，４０２

学校図書館の環境整備や教育活動の支援のために学校
図書館を巡回する司書、支援する司書を配置します。

◆ 巡回司書、支援司書の配置
◆ 消耗品、図書の購入

子どものための読書環境整備事業子どものための読書環境整備事業
千円千円１３,２０７１３,２０７

学校図書館の環境整備や教育活動の支援のために学校
図書館を巡回する司書、支援する司書を配置します。

◆ 巡回司書、支援司書の配置
◆ 消耗品、図書の購入

子どものための読書環境整備事業
千円１３,２０７

情報図書館

新規

-2-



令和６年度 絵で見る 社会教育事業（主要事業）③

郷土資料館

郷土資料館設備更新事業（重油タンク更新工事）

子ども学芸員カレッジ（土器作り）

安心安全な施設運営のため、重油タンクの更新を行い
ます。

◆ 設置後４４年超の重油タンクの更新工事

郷土資料館設備更新事業郷土資料館設備更新事業
千円千円3,8003,800

安心安全な施設運営のため、重油タンクの更新を行い
ます。

◆ 設置後４４年超の重油タンクの更新工事

郷土資料館設備更新事業
千円3,800

幅広い層の市民に「ふるさと江別」への愛着を深め
てもらうため、各種歴史講座の開催等を通じて郷土史
を学ぶ機会を提供します。

◆ 子ども学芸員カレッジ（小学生）
◆ 再発見・江別探訪（一般）
◆ 出前授業、社会見学の受入（小中学校）

ふるさと江別塾「江別を学ぶ」開催事業ふるさと江別塾「江別を学ぶ」開催事業

千円千円１４４１４４

幅広い層の市民に「ふるさと江別」への愛着を深め
てもらうため、各種歴史講座の開催等を通じて郷土史
を学ぶ機会を提供します。

◆ 子ども学芸員カレッジ（小学生）
◆ 再発見・江別探訪（一般）
◆ 出前授業、社会見学の受入（小中学校）

ふるさと江別塾「江別を学ぶ」開催事業

千円１４４

やきもの文化の普及振興のため、各種陶芸教室、陶芸
体験、技法講座等を開催します。

◆ 陶芸体験、陶芸教室、技法講座の実施
◆ 工房利用者作品展の開催

陶芸文化普及振興事業陶芸文化普及振興事業
千円千円7,9507,950

やきもの文化の普及振興のため、各種陶芸教室、陶芸
体験、技法講座等を開催します。

◆ 陶芸体験、陶芸教室、技法講座の実施
◆ 工房利用者作品展の開催

陶芸文化普及振興事業
千円7,950

陶芸教室

開館30周年記念展をはじめ、高等教育機関等との共催
企画展を開催をします。

◆ 「人間国宝 鈴木藏の志野展」
◆ 「えべつ縄文文化展」
◆ 「第10回江別市中学校・高校美術部合同展」

セラミックアートセンター企画展開催事業セラミックアートセンター企画展開催事業

千円千円7,7097,709

開館30周年記念展をはじめ、高等教育機関等との共催
企画展を開催をします。

◆ 「人間国宝 鈴木藏の志野展」
◆ 「えべつ縄文文化展」
◆ 「第10回江別市中学校・高校美術部合同展」

セラミックアートセンター企画展開催事業

千円7,709

セラミックアートセンター

鈴木藏 志野茶碗（20１３年） 国立工芸館蔵
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ガ
ラ
ス

工
芸
館

の
管
理

運
営

2
,
1
1
7

2
,
21

0
9
3

子
ど

も
の

文
化
活

動
育

成
事
業

（
土

曜
広

場
）

地
域
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
に

よ
る
小

中
学

生
へ
の

伝
統
文

化
教
室

「
土
曜

広
場
」

開
催
経

費
補
助

1
,
1
0
0

1
,
15

0
5
0

江
別

市
文

化
協
会

補
助

金
（
文

化
協

会
事
業

・
市
民

文
化

祭
開
催

支
援

事
業
）

文
化
協

会
が
実

施
す
る

文
化
振

興
事

業
、
文

化
協
会

が
行
う

舞
台

・
展
示

・
文

芸
等
の

市
民
文

化
祭
事

業
へ
の

補
助

2
,
7
5
0

2
,
75

0
0

文
化

振
興

奨
励
事

業
芸

術
文

化
関
係

の
全
国

大
会
出

場
者

へ
の
奨

励
金
支

給
2
4
0

2
3
0

△
 
1
0

青
少

年
文

化
賞
顕

彰
事

業
青

少
年

に
対
す

る
文
化

賞
等
顕

彰
経

費
4
7
6

4
7
6

0

市
民

芸
術

祭
開
催

支
援

事
業

ま
ち
か

ど
コ
ン

サ
ー
ト

（
６
月

、
１

２
月
）

開
催
・

ま
ち
な

か
ア

ー
ト
月

間
事

業
開
催

・
市
民

ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

準
備

経
費
補

助
1
,
4
0
0

1
,
40

0
0

芸
術

鑑
賞

招
へ
い

事
業

芸
術
鑑

賞
招
へ

い
活
動

へ
の

補
助
(
音

楽
公
演

、
演

劇
公
演

)
1
,
4
0
0

1
,
30

0
△

 
1
0
0

江
別

市
都

市
提
携

委
員

会
補
助

金
江

別
市

都
市
提

携
委
員

会
が

行
う
事

業
へ
の

補
助

1
,
0
3
0

6
0
0

△
 
4
3
0

市
民

交
流

施
設
関

連
経

費
（

江
別
国

際
セ
ン

タ
ー

施
設
管

理
費

等
補
助

金
）

江
別
国

際
セ
ン

タ
ー
の

施
設
管

理
費

等
に
対

す
る
補

助
2
,
5
2
3

2
,
58

0
5
7

生 涯 学 習 課

生 涯 学 習 係
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（
単

位
:千

円
）

担
当

事
務

事
業

名
主

な
内

容
令

和
５

年
度

当
初

予
算

額
令

和
６

年
度

当
初

予
算

（
案

）
増

減

令
和

６
年

度
教
育

予
算
（

案
）
主

要
事
業

国
際

交
流

情
報
提

供
事

業
日

本
語

が
堪
能

な
外
国

人
の

雇
用
に

よ
る
国

際
交
流

・
国
際

理
解

の
支
援

及
び

情
報
発

信
4
,
0
1
5

4
,
34

9
3
3
4

中
学

生
国

際
交
流

事
業

姉
妹
都

市
米
国

グ
レ
シ

ャ
ム
市

と
の

相
互
交

流
（
中

学
生
６

名
派

遣
、
６

名
受

入
予
定

）
2
,
9
3
0

2
,
89

4
△

 
3
6

子
ど

も
会

育
成
事

業
子

ど
も

会
育
成

連
絡
協

議
会
が

行
う

ス
ポ
ー

ツ
・
文

化
活
動

へ
の

補
助

7
3
7

7
3
7

0

は
た

ち
の

つ
ど
い

開
催

事
業

「
は
た

ち
の
つ

ど
い
」

の
開

催
5
7
1

5
2
7

△
 
4
4

科
学

体
験

教
室
開

催
事

業
小

学
生

を
対
象

と
し
た

科
学
体

験
教

室
の
開

催
1
6
3

1
6
8

5

青
少

年
の

た
め
の

市
民

会
議
補

助
金

青
少
年

の
た
め

の
市
民

会
議
が

行
う

健
全
育

成
事
業

へ
の
補

助
1
2
0

1
2
0

0

青
少

年
キ

ャ
ン
プ

村
事

業
セ

ラ
ミ

ッ
ク
ア

ー
ト
セ

ン
タ
ー

で
の

小
中
学

生
自
然

体
験

「
こ
ん

が
り
王

国
」
の

実
施

7
8
4

6
2
8

△
 
1
5
6

小
中

学
生

国
内
交

流
研

修
事
業

友
好
都

市
土
佐

市
と
の

相
互
交

流
（

小
中
学

生
１
２

名
派
遣

、
１

２
名
受

入
予

定
）

1
,
5
1
5

1
,
75

1
2
3
6

地
域

体
験

活
動
事

業
子

ど
も

を
対
象

に
地
域

資
源
を

活
用

し
た
体

験
活
動

（
ツ
リ

ー
ク

ラ
イ
ミ

ン
グ

、
は

じ
め
て

の
お
泊

り
会
）

の
実

施
1
2
9

1
5
5

2
6

江
別

の
魅

力
「
食

」
と

「
自
然

」
を

満
喫
で

き
る
体

験
型

学
習
事

業
江

別
の

持
つ
魅

力
を
子

ど
も
た

ち
に

伝
え
る

日
帰
り

の
体
験

型
学

習
の
実

施
2
6
0

2
6
0

0

ス ポ ー ツ 課

ス ポ ー ツ 係

学
校

プ
ー

ル
開
放

事
業

夏
休
み

期
間
中

に
小
学

校
プ

ー
ル
を

児
童
・

生
徒
に

開
放
（

民
間

事
業
者

等
へ

の
業
務

委
託
）

3
,
9
1
3

1
1
,
47

6
7
,
56

3

生 涯 学 習 課

青 少 年 係

生 涯 学 習 課

青 少 年 係

生 涯 学 習 課

生 涯 学 習 係
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（
単

位
:千

円
）

担
当

事
務

事
業

名
主

な
内

容
令

和
５

年
度

当
初

予
算

額
令

和
６

年
度

当
初

予
算

（
案

）
増

減

令
和

６
年

度
教
育

予
算
（

案
）
主

要
事
業

学
校

体
育

館
土
曜

開
放

事
業

学
校
休

業
日
の

土
曜
日

、
小

学
校
体

育
館
を

地
域
の

児
童
・

生
徒

に
開
放

1
,
1
6
0

1
,
30

8
1
4
8

社
会

人
体

育
団
体

学
校

開
放
事

業
学

校
体

育
館
・

グ
ラ
ウ

ン
ド

の
開
放

2
6
3

2
6
3

0

体
育

施
設

整
備
更

新
事

業
体

育
施

設
の
維

持
補
修

7
,
1
0
0

7
,
11

8
1
8

市
民

体
育

館
改
修

整
備

事
業

市
民
体

育
館
管

理
棟
外

部
等

改
修
工

事
1
2
,6

0
0

5
5
,
02

9
4
2
,
42

9

東
野

幌
体

育
館
整

備
事

業
体

育
室

床
改
修

0
6
,
98

5
6
,
98

5

屋
外

体
育

施
設
管

理
運

営
事
業

特
設
ス

ケ
ー
ト

リ
ン
ク

の
管
理

経
費

4
,
8
7
2

5
,
51

3
6
4
1

屋
内

体
育

施
設
管

理
運

営
事
業

市
民
体

育
館
、

大
麻
体

育
館
、

青
年

セ
ン
タ

ー
、
東

野
幌
体

育
館

指
定
管

理
料

2
1
3
,1

4
9

2
1
2
,
13
1

△
 
1
,
01

8

ス
ポ

ー
ツ

少
年
団

補
助

金
ス

ポ
ー

ツ
少
年

団
の
事

業
に
対

す
る

補
助

1
,
8
9
5

1
,
89

7
2

あ
け

ぼ
の

パ
ー
ク

ゴ
ル

フ
場
管

理
運

営
事
業

あ
け
ぼ

の
パ
ー

ク
ゴ
ル

フ
場
指

定
管

理
料
に

係
る
経

費
1
4
,8

6
9

1
4
,
87

4
5

江
別

市
ス

ポ
ー
ツ

協
会

補
助
金

江
別
市

ス
ポ
ー

ツ
協
会

の
事
業

に
対

す
る
補

助
1
,
5
6
2

1
,
29

6
△

 
2
6
6

森
林

キ
ャ

ン
プ
場

管
理

運
営
事

業
森

林
キ

ャ
ン
プ

場
指
定

管
理

料
7
,
6
5
2

7
,
65

2
0

ス ポ ー ツ 課

ス ポ ー ツ 係
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単

位
:千

円
）

担
当

事
務

事
業

名
主

な
内

容
令

和
５

年
度

当
初

予
算

額
令

和
６

年
度

当
初

予
算

（
案

）
増

減

令
和

６
年

度
教
育

予
算
（

案
）
主

要
事
業

地
域

ス
ポ

ー
ツ
活

動
活

性
化
促

進
事

業
ス

ポ
ー

ツ
推
進

委
員
が

行
う

地
域
へ

の
軽
ス

ポ
ー
ツ

出
前
講

座
2
2
6

2
1
7

△
 
9

ス
ポ

ー
ツ

大
会
等

振
興

補
助
事

業
各

ス
ポ

ー
ツ
大

会
開
催

等
ス

ポ
ー
ツ

振
興
事

業
補
助

4
0
,9

8
9

4
1
,
31

7
3
2
8

【
拡

大
】

ト
ッ

プ
ア

ス
リ
ー

ト
交

流
推
進

事
業

高
度
な

技
術
を

有
す
る

各
種

ス
ポ
ー

ツ
合
宿

利
用
団

体
に
対

す
る

支
援
、

ト
ッ

プ
ア
ス

リ
ー
ト

と
市
民

が
交

流
す
る

た
め
の

機
会
を

提
供
(
旧

：
ス

ポ
ー
ツ

合
宿

誘
致

推
進
事

業
）

8
6
0

4
,
32

0
3
,
46

0

特
別

支
援

学
校
フ

ッ
ト

サ
ル
大

会
開

催
支
援

事
業

道
内
及

び
海
外

の
特
別

支
援

学
校
が

参
加
す

る
フ
ッ

ト
サ
ル

大
会

の
支
援

3
8
0

3
7
6

△
 
4

子
ど

も
の

た
め
の

読
書

環
境
整

備
事

業
小

中
学

校
図
書

館
の
活

用
・

充
実
を

図
る
た

め
に
巡

回
司
書

（
４

名
）
及

び
支

援
司
書

（
１
名

）
を
配

置
1
1
,1

5
9

1
3
,
20

7
2
,
04

8

図
書

館
運

営
管
理

事
業

情
報
図

書
館
維

持
管
理

経
費

、
会
計

年
度
任

用
職
員

報
酬
等

9
1
,1

7
1

1
0
4
,
44
0

1
3
,
26

9

市
民

交
流

施
設
関

連
経

費
（
情

報
図

書
館
）

市
民
交

流
施
設

に
お
け

る
予

約
図
書

貸
出
・

返
却
業

務
に
要

す
る

経
費

2
,
4
2
8

2
,
60

8
1
8
0

図
書

館
設

備
等
更

新
事

業
電

算
シ

ス
テ
ム

・
パ
ソ

コ
ン

等
の
運

用
保
守

、
【
拡

大
】
ト

イ
レ

洋
式
化

、
照

明
機
器

Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
等
図

書
館

設
備
の

改
修

2
1
,8

2
0

4
5
,
74

8
2
3
,
92

8

図
書

館
資

料
整
備

事
業

本
館
、

分
館
等

の
図
書

、
雑

誌
、
Ｃ

Ｄ
等
資

料
の
整

備
1
9
,6

2
0

1
9
,
73

3
1
1
3

情
報

図
書

館
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
学

習
室

事
業

パ
ソ
コ

ン
教
室

の
開
催

等
9
9
4

9
7
8

△
 
1
6

情
報

図
書

館
展
示

室
事

業
展

示
会

等
の
開

催
経
費

5
4

5
4

0

ス ポ ー ツ 課 （ 合 宿

誘 致 ・ ス ポ ー ツ 交

流 事 業 担 当 ）

ス ポ ー ツ 課

ス ポ ー ツ 係

情 報 図 書 館
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（
単

位
:千

円
）

担
当

事
務

事
業

名
主

な
内

容
令

和
５

年
度

当
初

予
算

額
令

和
６

年
度

当
初

予
算

（
案

）
増

減

令
和

６
年

度
教
育

予
算
（

案
）
主

要
事
業

情
報

図
書

館
視
聴

覚
ラ

イ
ブ
ラ

リ
ー

事
業

視
聴
覚

ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー

の
整

備
3
7
0

3
7
0

0

読
書

普
及

活
動
事

業
本

館
、

分
館
の

読
書
普

及
活
動

事
業

「
お
は

な
し
会

」
等
開

催
3
7
2

3
7
2

0

【
新

規
】

情
報

図
書

館
デ
ジ

タ
ル

化
推
進

事
業

本
や
雑

誌
の
セ

ル
フ
貸

出
な

ど
市
民

の
利
便

性
向
上

を
目
的

に
、

Ｉ
Ｃ
タ

グ
の

貼
付
け

や
関
連

機
器
等

の
導

入
に
係

る
経
費

0
1
7
1
,
40
2

1
7
1
,
40
2

ふ
る

さ
と

江
別
塾

～
「

江
別
を

学
ぶ

」
開
催

事
業

市
民
向

け
の
郷

土
史
講

座
等

1
7
9

1
4
4

△
 
3
5

郷
土

資
料

館
管
理

運
営

経
費

管
理
経

費
1
7
,0

6
8

1
6
,
97

1
△

 
9
7

【
新

規
】

郷
土

資
料

館
設
備

更
新

事
業

重
油
タ

ン
ク
更

新
工
事

等
0

3
,
80

0
3
,
80

0

江
別

市
野

幌
太
々

神
楽

伝
承
会

補
助

金
市

民
団

体
に
よ

る
「
野

幌
太

々
神
楽

」
の
伝

承
活
動

に
対
す

る
補

助
3
0
0

3
0
0

0

野
幌

太
々

神
楽
保

存
会

補
助
金

市
指
定

文
化
財

「
野
幌

太
々

神
楽
」

の
保
持

団
体
で

あ
る
野

幌
太

々
神
楽

保
存

会
へ
の

補
助

1
5
0

1
5
0

0

埋
蔵

文
化

財
発
掘

調
査

事
業

西
野
幌

地
区
所

在
・
試

掘
調

査
等

1
2
,9

3
4

5
1
1

△
 
1
2
,
42
3

郷
土

資
料

館
企
画

展
開

催
事
業

未
公
開

の
収
蔵

資
料
や

、
発

掘
し
た

埋
蔵
文

化
財
な

ど
を
広

く
市

民
に
公

開
す

る
企
画

展
を
開

催
9
0

9
0

0

情 報 図 書 館

郷 土 資 料 館

　 業 務 係

郷 土 資 料 館

 文 化 財 係
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）

担
当

事
務

事
業

名
主

な
内

容
令

和
５

年
度

当
初

予
算

額
令

和
６

年
度

当
初

予
算

（
案

）
増

減

令
和

６
年

度
教
育

予
算
（

案
）
主

要
事
業

【
拡

大
】

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ア
ー

ト
セ

ン
タ
ー

企
画

展
開
催

事
業

市
制
施

行
7
0
周

年
記
念

・
開

館
3
0
周

年
記
念

展
等
開

催
4
7
2

7
,
70

9
7
,
23

7

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ア
ー

ト
セ

ン
タ
ー

管
理

運
営
経

費
管

理
経

費
3
9
,5

4
9

4
2
,
41

1
2
,
86

2

陶
芸

文
化

普
及
振

興
事

業
セ

ラ
ミ

ッ
ク
ア

ー
ト
セ

ン
タ

ー
で
実

施
す
る

展
覧
会

・
陶
芸

教
室

等
6
,
7
4
2

7
,
95

0
1
,
20

8

郷 土 資 料 館 （ セ ラ ミ ッ ク ア ー

ト セ ン タ ー 事 業 担 当 ）
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担
当

事
業
名

補
助

対
象

と
な
る

社
会

教
育

関
係

団
体

補
助
の

目
的

補
助

金
額

（
千

円
）

社
会

教
育
団

体
支

援
事
業

江
別

市
女

性
団

体
協

議
会

江
別
市

女
性

団
体
協

議
会

の
事

業
支

援
を

図
り
、

女
性

の
社

会
参

加
を

通
し

て
社
会

的
地

位
の

向
上

及
び

地
域
社

会
の

振
興

に
寄

与
す

る
こ

と
を
目

的
と

す
る
。

4
5
0

社
会

教
育
団

体
支

援
事
業

江
別

市
生

涯
学

習
推

進
協

議
会

江
別
市

生
涯

学
習
推

進
協

議
会

の
事

業
支

援
を
図

り
、

江
別

市
に

お
け

る
生

涯
学
習

の
普

及
及

び
推

進
に

寄
与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

1
,
0
00

社
会

教
育
団

体
支

援
事
業

江
別

市
聚

楽
学
園

江
別
市

聚
楽

学
園
の

事
業

支
援

を
図

り
、

高
齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

と
生

涯
学
習

の
促

進
及

び
高

齢
者

の
社
会

参
加

の
推

進
に

寄
与

す
る

こ
と
を

目
的

と
す

る
。

7
7
0

家
庭

教
育
支

援
事
業

江
別

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合
会

江
別
市

Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合

会
の

事
業

支
援

を
図

り
、
児

童
・

生
徒

の
健

全
育

成
と

Ｐ
Ｔ
Ａ

の
生

涯
学

習
の

充
実

に
寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る
。

4
0
8

青
少

年
ふ
れ

あ
い

交
流

促
進

事
業

児
童

・
生

徒
の

健
全

育
成

と
幅

広
い
世

代
間

の
交

流
等

の
社

会
教

育
活

動
を

実
施
す

る
市

内
団
体

児
童
・

生
徒

の
健
全

育
成

と
幅

広
い

世
代

間
の
交

流
等

の
社

会
教

育
活

動
を

実
施
す

る
市

内
団

体
の

事
業

支
援
を

図
り

、
地

域
活

動
の

活
性

化
と
地

域
教

育
力

の
向

上
に

寄
与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

1
,
2
00

中
学

生
国
際

交
流

事
業

江
別

市
中

学
生

海
外

研
修

交
流

訪
問
団

姉
妹
都

市
グ

レ
シ
ャ

ム
市

と
の

相
互

交
流

を
通
じ

て
、

国
際

感
覚

の
向

上
や

異
文
化

理
解

の
促

進
及

び
国

際
的
視

野
に

立
っ

た
青

少
年

の
人

材
育
成

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的
と

す
る
。

1
,
8
69

生
涯

学
習
課

生
涯

学
習
係

令
和

６
年

度
 
社

会
教

育
予

算
（

案
）

に
係

る
補

助
金

交
付

調
書

資
料

４
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担
当

事
業
名

補
助

対
象

と
な
る

社
会

教
育

関
係

団
体

補
助
の

目
的

補
助

金
額

（
千

円
）

令
和

６
年

度
 
社

会
教

育
予

算
（

案
）

に
係

る
補

助
金

交
付

調
書

子
ど

も
の
文

化
活

動
育

成
事

業
(
土

曜
広
場

）
え

べ
つ
子

ど
も

の
文

化
活

動
育

成
事
業

「
土

曜
広

場
」

推
進

委
員
会

市
内
の

小
中

学
生
へ

の
伝

統
的

な
生

活
・

文
化
の

提
供
に

よ
り

、
子

ど
も

た
ち
が

伝
統

文
化

に
親

し
み

、
人
と

の
関
わ

り
を

大
切
に

す
る

こ
と
を

学
び

、
江

別
市

の
文

化
芸
術

活
動
が

拡
充

さ
れ
る

こ
と

を
目
的

と
す

る
。

1
,
1
50

江
別

市
文
化

協
会

補
助

金
（

文
化

協
会

事
業

・
市

民
文

化
祭

開
催

支
援

事
業

）
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人
江

別
市

文
化

協
会

江
別
市

文
化

協
会
の

事
業

支
援

を
図

り
、

会
員
に

よ
る
自

主
的

・
主

体
的

な
芸
術

文
化

活
動

が
活

発
に

な
る
こ

と
を
目

的
と

す
る
。

ま
た

、
市
民

文
化

祭
の

開
催

を
通

し
て
、

芸
術
文

化
活

動
へ
の

興
味

関
心
が

高
ま

り
、

市
民

主
体

の
活
動

が
行
わ

れ
る

こ
と
を

目
的

と
す
る

。

2
,
7
50

市
民

芸
術
祭

開
催

支
援
事

業
ま

ち
か
ど

コ
ン

サ
ー

ト
実

行
委

員
会

江
別

市
民

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

実
行

委
員
会

え
べ

つ
ま

ち
な

か
ア

ー
ト

月
間

実
行
委

員
会

芸
術
文

化
の

振
興
を

目
的

と
し

た
市

民
組

織
の
支

援
を
通

し
て

、
主

体
的

か
つ
創

造
性

豊
か

な
芸

術
文

化
活
動

を
活
発

に
行

い
、
江

別
市

独
自
の

創
造

型
芸

術
文

化
活

動
の
創

出
を
目

的
と

す
る
。

1
,
4
00

芸
術

鑑
賞
招

へ
い

事
業

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
え

べ
つ

楽
友

協
会

江
別

市
民

音
楽

振
興
会

江
別

演
劇

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

W
i
n
ds

芸
術
鑑

賞
機

会
の
充

実
を

目
的

と
し

た
市

民
団
体

の
支
援

を
通

し
て
、

市
民

の
主
体

的
か

つ
創

造
性

豊
か

な
芸
術

文
化
活

動
が

活
発
に

行
わ

れ
、
か

つ
質

の
高

い
芸

術
鑑

賞
機
会

が
増
え

る
こ

と
を
目

的
と

す
る
。

1
,
3
00

生
涯

学
習
課

生
涯

学
習
係

（
文

化
振

興
担

当
）
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担
当

事
業
名

補
助

対
象

と
な
る

社
会

教
育

関
係

団
体

補
助
の

目
的

補
助

金
額

（
千

円
）

令
和

６
年

度
 
社

会
教

育
予

算
（

案
）

に
係

る
補

助
金

交
付

調
書

子
ど

も
会
育

成
事
業

江
別

市
子

ど
も

会
育

成
連

絡
協

議
会

江
別
市

子
ど

も
会
育

成
連

絡
協

議
会

及
び

各
地
区

育
成
会

に
お

い
て
各

種
体

験
型
事

業
等

に
参

加
す

る
児

童
・
生

徒
が
増

え
る

こ
と
で

、
会

の
活
動

の
活

発
化

と
子

ど
も

た
ち
へ

の
体
験

の
機

会
が
確

保
さ

れ
る
。

7
3
7

は
た

ち
の
つ

ど
い

開
催
事

業
江

別
市
は

た
ち

の
つ

ど
い

実
行

委
員
会

2
0
歳

（
は

た
ち

）
の

年
齢

到
達

に
伴

い
、

成
年
と

し
て
の

ほ
ぼ

す
べ
て

の
権

利
を
行

使
で

き
る

よ
う

に
な

る
人
生

の
節
目

を
祝

福
・
激

励
す

る
こ
と

で
、

自
ら

が
自

立
し

た
社
会

人
で
あ

る
こ

と
へ
の

責
任

と
そ
の

自
覚

を
促

し
、

よ
り

よ
い
社

会
の
創

造
へ

の
貢
献

の
決

意
に
加

え
て

江
別

市
民

と
し

て
の
連

帯
感
を

高
め

る
。

5
2
7

青
少

年
の
た

め
の

市
民

会
議

補
助

金
江

別
市
青

少
年

の
た

め
の

市
民

会
議

家
庭
、

学
校

、
地
域

の
様

々
な

団
体

や
行

政
が
連

携
し
合

っ
て

、
青

少
年

の
非
行

防
止

・
健

全
育

成
の

推
進
を

図
る
こ

と
で

、
青

少
年

を
取
り

巻
く

環
境

が
向

上
す

る
。

1
2
0

小
中

学
生
国

内
交

流
研

修
事

業
江

別
市
小

中
学

生
国

内
研

修
交

流
訪
問

団

友
好
都

市
・

土
佐
市

と
の

教
育

交
流

事
業

を
実
施

す
る
こ

と
で

児
童
生

徒
の

友
好
都

市
へ

の
認

識
を

深
め

る
と
と

も
に
、

様
々

な
生
活

文
化

や
風
土

に
触

れ
、

豊
か

な
感

性
が
養

わ
れ
る

よ
う

に
な
る

。
ま

た
、
異

な
る

文
化

に
触

れ
る

こ
と
で

、
自
分

の
住

む
地
域

を
見

つ
め
直

し
、

江
別

市
へ

の
理

解
を
深

め
て
郷

土
愛

を
育
む

。

1
,
2
49

生
涯

学
習
課

青
少

年
係
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担
当

事
業
名

補
助

対
象

と
な
る

社
会

教
育

関
係

団
体

補
助
の

目
的

補
助

金
額

（
千

円
）

令
和

６
年

度
 
社

会
教

育
予

算
（

案
）

に
係

る
補

助
金

交
付

調
書

ス
ポ

ー
ツ
推

進
委

員
関

係
経

費
江

別
市
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
協

議
会

市
民
に

対
す

る
ス
ポ

ー
ツ

活
動

促
進

の
た

め
の
組

織
を
育

成
す

る
。

5
0

ス
ポ

ー
ツ
少

年
団

補
助
金

江
別

市
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

・
ス
ポ

ー
ツ

を
行
う

青
少

年
を

増
や

す
。

・
青
少

年
ス

ポ
ー
ツ

を
指

導
す

る
有

資
格

者
を
増

や
す
。

1
,
8
97

江
別

市
ス
ポ

ー
ツ

協
会

補
助

金
江

別
市
ス

ポ
ー

ツ
協
会

・
競
技

力
の

向
上

・
競
技

ス
ポ

ー
ツ
を

す
る

人
の

増
加

・
競
技

ス
ポ

ー
ツ
を

指
導

す
る

人
の

増
加

と
資
質

向
上

1
,
2
96

ス
ポ

ー
ツ
大

会
等

振
興

補
助

事
業

（
一

財
）

江
別

市
ス

ポ
ー

ツ
振

興
財
団

健
康
づ

く
り

に
興
味

・
関

心
を

持
ち

、
大

会
参
加

を
視

野
に

入
れ

た
ス

ポ
ー

ツ
活
動

を
日

常
的

に
継

続
で

き
る
習

慣
を

身
に

つ
け

、
生

涯
ス

ポ
ー
ツ

の
基

盤
を

構
築

す
る
。

4
1
,
3
1
7

ス
ポ

ー
ツ
課

（
合

宿
誘

致
・
ス

ポ
ー

ツ
交

流
事
業

担
当
）

ト
ッ

プ
ア
ス

リ
ー

ト
交

流
推

進
事

業
日

本
代
表

・
プ

ロ
相

当
ク

ラ
ス

の
合
宿

利
用

団
体

高
度
な

技
術

を
有
す

る
各

種
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
利
用

団
体

に
対
す

る
支
援

、
ト

ッ
プ
ア

ス
リ

ー
ト

と
市

民
が

交
流
す

る
た

め
の
機

会
を
提

供
す

る
こ
と

で
、

市
民

の
ス

ポ
ー

ツ
技
術

の
向

上
と
ス

ポ
ー
ツ

活
動

の
活
性

化
を

図
る
。

3
,
3
0
0

ス
ポ

ー
ツ
課

ス
ポ

ー
ツ
係
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担
当

事
業
名

補
助

対
象

と
な
る

社
会

教
育

関
係

団
体

補
助
の

目
的

補
助

金
額

（
千

円
）

令
和

６
年

度
 
社

会
教

育
予

算
（

案
）

に
係

る
補

助
金

交
付

調
書

江
別

市
野
幌

太
々

神
楽

伝
承

会
補

助
金

江
別

市
野

幌
太

々
神

楽
伝

承
会

江
別
市

指
定

文
化
財

（
無

形
民

俗
文

化
財

）
で
あ

る
「
野

幌
太

々
神

楽
」

の
保
護

及
び

保
存

を
図

る
。

3
0
0

野
幌

太
々
神

楽
保

存
会

補
助

金
野

幌
太
々

神
楽

保
存
会

江
別
市

指
定

文
化
財

（
無

形
民

俗
文

化
財

）
で
あ

る
「
野

幌
太

々
神

楽
」

の
保
護

及
び

保
存

を
図

る
。

1
5
0

郷
土

資
料
館

文
化

財
係
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社会教育施設の使用料等の改定について 

資料５ 
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コミュニティセンター、公民館及び市民文化ホール使用料の改定について 

 

１ 使用料改定の考え方 
 

 ○江別市では４年に１度のサイクルで使用料・手数料の見直し作業を実施している。 

 ○令和６年度からの改定に向けて各使用料の算定を行い、現行単価と原価計算結果との

乖離幅に応じて改定率を設定する。 

 ○公民館（コミセン、市民文化ホール含む。）においては、貸館全室の使用料が見直しの

対象となっている。 

 

２ 使用料の原価計算結果と改定の方針 

  

区分 面積 
現行単価 

① 

算定原価 

② 

乖離幅 

③ 

(②/①-1）

*100 

改定案 

④ 

改定率 

⑤ 

(④/①-1）

*100 

コミュニティセンター 

 多目的ホール 

（客席のみ） 
326㎡ 28,400円 36,976円 30.2% 32,600円 14.8% 

ステージ 142㎡ 7,200円 9,374 円 30.2% 8,200円 13.9% 

会議室 52㎡ 4,500円 5,859 円 30.2% 5,100円 13.3% 

控室 30㎡ 2,600円 3,385 円 30.2% 2,900円 11.5% 

ふれあい広場/1㎡ 151㎡ 85 円 111 円 30.6% 95 円 11.8% 

中央公民館 

 調理実習室 104㎡ 9,100円 11,848円 30.2% 10,400円 14.3% 

児童室 57㎡ 5,000円 6,510 円 30.2% 5,700円 14.0% 

研修室１号 52㎡ 4,500円 5,859 円 30.2% 5,100円 13.3% 

研修室２号 83㎡ 7,200円 9,374 円 30.2% 8,200円 13.9% 

研修室３号 82㎡ 7,200円 9,374 円 30.2% 8,200円 13.9% 

工芸室 80㎡ 7,000円 9,114 円 30.2% 8,000円 14.3% 

和室１号 92㎡ 8,000円 10,416円 30.2% 9,200円 15.0% 

和室２号 49㎡ 4,300円 5,598 円 30.2% 4,900円 14.0% 

野幌公民館 

 ギャラリー 125㎡ 10,500円 13,671円 30.2% 12,000円 14.3% 

ホール 

（含ステージ） 
376㎡ 32,800円 42,704円 30.2% 37,700円 14.9% 

ホール（客席のみ） 290㎡ 25,300円 32,940円 30.2% 29,000円 14.6% 

児童室 53㎡ 4,200円 5,468 円 30.2% 4,800円 14.3% 

特別会議室 30㎡ 2,400円 3,125 円 30.2% 2,700円 12.5% 

和室１号 51㎡ 4,200円 5,468 円 30.2% 4,800円 14.3% 

和室２号 34㎡ 2,700円 3,515 円 30.2% 3,100円 14.8% 
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区分 面積 
現行単価 

① 

算定原価 

② 

乖離幅 

③ 

(②/①-1）

*100 

改定案 

④ 

改定率 

⑤ 

(④/①-1）

*100 

野幌公民館 

 調理実習室 99㎡ 8,100円 10,546円 30.2% 9,300円 14.8% 

研修室１号 43㎡ 3,400円 4,427 円 30.2% 3,900円 14.7% 

研修室２号 55㎡ 4,200円 5,468 円 30.2% 4,800円 14.3% 

研修室３号 71㎡ 5,900円 7,682 円 30.2% 6,700円 13.6% 

研修室４号 77㎡ 6,200円 8,072 円 30.2% 7,100円 14.5% 

研修室５号 94㎡ 7,400円 9,635 円 30.2% 8,500円 14.9% 

工芸室 129㎡ 10,500円 13,671円 30.2% 12,000円 14.3% 

視聴覚室 133㎡ 11,600円 15,103円 30.2% 13,300円 14.7% 

大麻公民館 

 ギャラリー 118㎡ 10,900円 14,191円 30.2% 12,500円 14.7% 

研修室１号 96㎡ 8,800円 11,457円 30.2% 10,100円 14.8% 

研修室２号 166㎡ 15,300円 19,920円 30.2% 17,500円 14.4% 

研修室３号 63㎡ 5,800円 7,551 円 30.2% 6,600円 13.8% 

研修室４号 56㎡ 5,200円 6,770 円 30.2% 5,900円 13.5% 

視聴覚室 64㎡ 5,900円 7,682 円 30.2% 6,700円 13.6% 

和室１号 44㎡ 4,000円 5,208 円 30.2% 4,600円 15.0% 

和室２号 58㎡ 5,300円 6,900 円 30.2% 6,000円 13.2% 

工芸室 95㎡ 8,700円 11,327円 30.2% 10,000円 14.9% 

調理実習室 108㎡ 9,900円 12,889円 30.2% 11,300円 14.1% 

市民文化ホール 

 ホール（平日） 580㎡ 57,100円 75,188円 31.7% 65,600円 14.9% 

ホール（土日休） 580㎡ 68,500円 90,199円 31.7% 78,700円 14.9% 

楽屋Ａ 15 ㎡ 2,300円 3,029 円 31.7% 2,600円 13.0% 

楽屋Ｂ 27 ㎡ 2,700円 3,555 円 31.7% 3,100円 14.8% 

楽屋Ｃ 27 ㎡ 2,700円 3,555 円 31.7% 3,100円 14.8% 

多目的室 39 ㎡ 3,800円 5,004 円 31.7% 4,300円 13.2% 

リハーサル室 121㎡ 11,900円 15,670円 31.7% 13,600円 14.3% 

※ 現行単価及び改定案は、全日使用料金である。 

 

３ 新料金適用開始日 

  令和６年１０月１日 
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体育施設使用料の改定について 

 

１ 使用料改定の考え方 
 ・４年に１度の使用料金改定にあたっては、現行単価と原価計算結果との乖離幅に応じ

て改定率を設定しており、令和６年度からの改定に向けて各使用料の算定を行った結果、

体育施設においては、青年センターのプール使用料が見直しの対象となることから、使

用料の改定を行う。 

 ・子どもが気軽にスポーツに親しめる場を提供することで、子どもの運動能力の向上、

健康増進を図ることを目的に、キャンプ場を除く体育施設における小中学生個人使用料

を無料とする。 

  

２ 青年センタープール使用料の改定 

（１）青年センタープール個人使用料（大学生・一般）の原価計算結果と改定案   

区 分 単位 現行単価 算定原価 乖離幅 改定案 改定率 

大学生・一般 1 回 500 円 790 円 58.0% 600 円 20% 
※改定率限度額である 25％で計算すると 625 円であるが、基準となる額は 50 円単位としており、
端数を切り捨てて、600 円とした。 
 

（２）青年センタープール使用料の改定額（案）                (円) 

個

人

使

用 

区 分 現行単価 改定案 区 分 現行単価 改定案 

大学生・一般 500 600 中学生 100 120 

 回数券 2,500 3,000  回数券 500 600 

 定期 3,000 3,600  定期 600 720 

高校生 
250 300 

小学生 80 90 

高齢者  回数券 400 450 

 回数券 1,250 1,500  定期 480 540 

 定期 1,500 1,800     
                                          (円) 

登
録
ク
ラ
ブ 

区 分 現行単価 改定案 区 分 現行単価 改定案 

大学生・一般 2,500 3,000 中学生 500 600 

高校生 
1,200 1,500 

小学生 400 500 

高齢者     
※各区分の使用料は、大学生・一般の個人料金を基準とし、高校生、高齢者は 50%、中学生は 20%、
小学生は 16%で算出（端数調整）。 

 

（３）新料金の適用開始日 令和６年１０月１日 

 

３ 小中学生の体育施設使用料の無料化 

（１）対象施設及び改定案 

施 設 個人使用料金（現行） 改定案 

４体育館 1 回 40 円 

無 料 
青年センタープール 

中学生１回 100 円 

小学生 1 回  80 円 

パークゴルフ 
  18 ホール 70 円 

1 日券 140 円 

 

（２）無料化の適用開始日 令和６年５月１日 
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セラミックアートセンター観覧料、使用料の改定について 

 

 

１ 使用料改定の考え方 

 

 ○江別市では４年に１度のサイクルで使用料・手数料の見直し作業を実施している。 

 ○令和６年度からの改定に向けて観覧料と各使用料の算定を行い、現行単価と原価計算

結果との乖離幅に応じて改定率を設定する。 

 ○セラミックアートセンターにおいては、常設展観覧料と貸館使用料及び設備使用料が

見直しの対象となっている。 

 

２ 使用料の原価計算結果と改定の方針 

 

区分 

面積

又は

単位 

現行単価 

① 

算定原価 

② 

乖離幅 

③ 

(②/①-1）

*100 

改定案 

④ 

改定率 

⑤ 

(④/①-1）

*100 

観覧料 

 常設展（個人大人） 1人1回 300円 569 円 89.7％ 350円 17% 

〃（団体大人20人以上） 1人1回 240円 455 円 89.6％ 280円 17% 

各室使用料 

 企画展示室 235㎡ 19,600円 25,733円 31.3％ 22,500円 15% 

研修室 122㎡ 10,100円 12,493円 23.7％ 11,100円 10% 

設備使用料 

 ガス窯専用（本焼） １回 49,000円 66,775円 36.3％ 56,000円 14% 

ガス窯専用（素焼） １回 13,800円 19,674円 42.6％ 16,000円 16% 

電気窯Ⅰ専用（本焼） １回 2,800円 3,445 円 23.0％ 3,000円 7% 

電気窯Ⅱ専用（本焼） １回 5,600円 6,890 円 23.0％ 6,100円 9% 

※ 現行単価及び改定案は、全日使用料金である。 

 

３ 新料金適用開始日 

  令和６年１０月１日 
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使用料・手数料の見直し方針 

 

 

                               平成２３年８月策定 

（平成２７年８月一部改定） 

（令和 ５年８月一部改定） 

 

                                江  別  市    

 

 

 

Ⅰ 使用料・手数料の見直しに関する基本方針 
 

使用料・手数料は、様々な行政サービスの中で、そのサービスを利用する特定の人が利益を

受けることから、受益の範囲内で行政サービスの対価として徴収するものです。そのため、定

期的に見直しを行い料金の体系を精査し、負担の公平を図る必要があります。 

地方自治体における行政サービスは、社会情勢の変化に伴い、質・量ともに高度化・拡大し、

これらに対応するための行政コストも増加しています。 

そのため、使用料・手数料の見直しにあたり、コストに見合った応分の負担をしていただく

ためには、施設の管理運営などに要する経費を明らかにしていく必要があります。 

使用料・手数料の見直しは、様々な行政サービスに対する市民相互の負担の公平性を確保し、

算定方法を明確化することにより内容の透明性を高めることを基本方針として実施します。 

なお、使用料の見直しは、使用料の額にとどまらず、利用しやすさや利用率の向上なども課

題とし、積極的にPRを行うことで、身近にありながら使用していなかった施設を利用してもら

うため、利用拡大への取り組みについても見直しを行います。 

 

◎ 使用料とは・・・地方公共団体の行政財産の使用または公の施設の利用の対価として、

その使用者または利用者から徴収するもの。（地方自治法第225条） 

【例】公民館・体育館の使用料や、郷土資料館の入館料など 

 

◎ 手数料とは・・・特定の者のために行う役務の提供に対して、その事務に要する費用ま

たは報酬として徴収するもの。（地方自治法第227条） 

【例】住民票・印鑑証明書など 

資料５ 別冊
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１ 受益者負担の原則と公平性の確保 

市の行政サービスは、税を根源的な財源としていますが、すべてのサービスを税でまか

なうことは困難であり、施設使用の対価としての使用料などにより、施設の建設・維持管

理などに係る経費の一部をまかなっています。 

使用料が低すぎる場合は、経費の不足分は税金でまかなうことになり、結局、施設を利

用しない方、できない方もその経費を負担することになります。したがって、サービスを

利用する方としない方との「負担の公平性」を考えると、利用する方が応分の負担をする

ことで、「負担の公平性」が確保されます。 

したがって、「受益者負担の原則」に基づき、「原価」について受益者に負担を求めるこ

とになりますが、市も日頃から管理運営経費の節減などに努め、使用料の適正化に努めて

いきます。 

 

 

２ 算定方法の明確化 

使用料・手数料の設定については、消費税の増税などをはじめ、社会情勢の変化に応じ

た原価算定方式による明確な料金設定基準を設定します。また、行政サービスを性質別に

分類し、その分類に基づき受益者負担と公費負担の割合を明確にし、市民の理解と協力を

得ながら使用料・手数料の見直しを進めます。 

それぞれの施設の具体的な分類は、別に定めます。 

 

【設定基準の基本事項】 

① 原価算定方式によるコスト計算を行う。 

② 行政サービスを性質別に分類する。 

③ 受益者負担と公費（行政）負担の割合を明確にする。 

④ 定期的な料金見直しを実施する。 

 

 

３ 新料金の適用時期 

「使用料・手数料の見直し方針」に基づく新たな使用料・手数料の適用時期は、関係条

例の改正年度の翌年度の10月1日を基本とします。 
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Ⅱ 使用料について 

１ 使用料の算定方法 

   使用料は、原則として次の基本式により算定します。 

 

   使用料  ＝  原価  ×  性質別負担割合  

 

（１） 「原価」とは、原則として次の式により算定した額です。 

① 会議室などの専用使用の原価計算・・・1日当たりの原価 

    （総コスト）÷（貸出面積＋共用部面積）÷（年間使用可能日数）×（貸出基礎面積） 

② 個人利用施設の原価計算・・・1人当たりの原価 

    （総コスト） ÷ （施設利用者数） 

 

  ※総コスト・・・施設にかかるコストとして、「人にかかるコスト（人件費）」、「物に

かかるコスト（物件費・建設費・維持補修費）」で構成されます。 

＜人にかかるコスト＞ 

* 人件費  ・・・ 当該事務に直接従事する人数の費用です。 

＜物にかかるコスト＞ 

* 物件費    ・・・ 光熱水費、維持補修費、施設の点検・清掃など 

  の委託料などです。 

* 建設費   ・・・ 施設の再構築価格を耐用年数で除した額です。 

 

（２） 性質別負担割合 

市の公共施設は、道路、公園などの日常生活に必要で、市場原理によっては提供さ

れにくい施設から、民間においても類似の施設が存在するものまで多岐にわたってい

ます。 

そこで、施設を性質別に分類し、その分類ごとに「受益者負担」と「公費負担」の

割合を設定します。 

 

【サービスの分類】 

① 市民生活上、ほとんどの人が必要とするサービス 

                             ・・・（必需的サービス） 

② より快適性を求めるなど、個人によって必要性が異なるサービス 

 ・・・（選択的サービス） 

③ 市場原理では提供されにくく、行政が中心に提供するサービス 

                             ・・・（非市場的サービス） 

④ 市場原理により民間でも提供可能なサービス 

                             ・・・（市場的サービス） 

   

上記の①～④に基づく負担の割合は、次のとおりとします 
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【性質による施設の分類】 

○ 第1分類（必需的・非市場的）①+③ → 基本的に公費で負担する。 

○ 第2分類（選択的・非市場的）②+③ → コストは受益者と公費で負担する。 

○ 第3分類（選択的・市場的） ②+④  → 基本的にコストは受益者が負担する。 

○ 第4分類（必需的・市場的） ①+④  → コストは受益者と公費で負担する。 

 

非市場的

市場的

必需的選択的

【第1分類】
受益者負担  0%
公費負担  100%

【第4分類】
受益者負担 50%

公費負担    50%

【第2分類】
受益者負担 50%
公費負担    50%

【第3分類】
受益者負担 100%

公費負担        0%

 

 

Ⅲ 手数料について 

１ 手数料の算定方法 

手数料は、原則として次の基本式により算定します。 

 

     手数料  ＝  原価  ×  受益者負担割合  

 

（１） 「原価」とは、原則として次の式により算定した額です。 

     （処理に係るコスト） ÷ （年間処理件数） 

 

    ※処理に係るコスト・・・その処理にかかる経費で人件費、物件費で構成されます。 

         * 人件費 ・・・ 当該処理に直接従事する人数の費用です。 

         * 物件費 ・・・ 消耗品、使用料・賃借料などです。 

    ※法令等に規定のあるものは、その基準に従います。 

    ※上記の方法で算定することが適切ではない場合は、適正な方法により原価計算します。 

 

（２） 受益者負担割合 

     手数料は、特定の者の利益のために発生した事務に係る経費であることから、費用

については受益者の100％負担とします。 

ただし、広く市民が利用する手数料等は、その性質や他市の水準等を踏まえ設定し

ます。 
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Ⅳ 使用料・手数料の見直しサイクル 

受益と負担の公平性を確保しながら、公共施設の運営改善と行政サービスの改善を目指

すために、使用料及び手数料の原価計算は、原則として4年ごとに実施します。 

 

 

Ⅴ 使用料・手数料の改定額の限度 

見直し方針で算出した額と現行の料金に著しい差が生じた場合は、激変緩和のため改定

額の限度を設定することとします。 

なお、改定幅は近隣類似施設や他市の水準を踏まえ、必要に応じ施設毎に調整できるも

のとします。 

 

 

Ⅵ その他 

使用料・手数料の見直しでは、前述の使用料・手数料の額のほかに、受益者負担の原則

と公平性の確保及び利便性の向上を図るため、以下の項目についても検討していきます。 

  

○ 申し込み・利用手続きの効率化や利便性向上策の検討 

 

○ デジタル化・省エネ化等によるコスト削減方法の検討 

 

○ 減免・免除制度の在り方 

 

○ 利用促進の方策の検討 

 

 

 



【別紙】

◎　行政サービスの性質別分類

◎　使用料・手数料の改定額の限度

±２０％以上±３０％未満 ±１０％

±３０％以上±４０％未満 ±１５％

現行料金との乖離幅 改定率の限度

据え置き±２０％未満

±３０％

±４０％以上±５０％未満 ±２０％

±５０％以上±６０％未満 ±２５％

※近隣類似施設や他市の水準等を踏まえ、必要に応じ調整できるものとします。

±６０％以上

第２分類
受益者負担 50％
公費負担 50％

集会所

市民会館
住区会館
勤労者研修ｾﾝﾀｰ
都市と農村の交流ｾﾝﾀｰ
農村広場
花き・野菜栽培技術指導ｾﾝﾀｰ
（貸室）
いきいきｾﾝﾀｰさわまち
（貸室）

コミュニティセンター
郷土資料館

公民館
市民文化ホール
体育館
青年センター
森林キャンプ場
パークゴルフ場
有料公園施設
ｾﾗﾐｯｸｱｰﾄｾﾝﾀｰ

市営牧野

第１分類
受益者負担 0％
公費負担 100％

道路
河川
公園
小・中学校
図書館
児童館
葬斎場（火葬炉）

第３分類
受益者負担 100％
公費負担 0％

道路（占用）
河川（占用）
公園（占用）
水道料金
下水道使用料
市立病院
市営駐車場
陶芸窯
葬斎場（待合室）
各種手数料
墓地

第４分類
受益者負担 50％
公費負担 50％

市営住宅
保育所
児童クラブ

市場的

必需的

非市場的

選択的
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江別市旧町村農場のリニューアルについて 

 

１ これまでの経緯・今後の予定 

年 月 実 施 項 目  

令和４年６月 市民ワークショップ開催～事業概要説明、質疑応答 

    ７月 市民ワークショップ開催～意見交換、意見聴取 

    11月 関係団体等と意見交換、検討、旧町村農場保存活用整備方針策定 

令和５年２月 旧町村農場改修工事実施設計業務委託完了 

    ５月 旧町村農場改修工事発注、旧町村農場展示改修工事発注 

    12月 旧町村農場改修工事竣工 

令和６年２月 旧町村農場展示改修工事竣工 

    ４月 Ｗi-Ｆi 設備工事発注・竣工 

    ６月 リニューアルオープン予定 

 

２ 設置条例の改正 

 ○主な改正内容 

 ⑴ 設置、公開・開館時間等の規定を見直し 

項
目 改 正 前 改 正 後 

設

置 

・酪農の歴史を伝える 

・市民文化と福祉の向上を図る 

次の２点を追加 

・緑豊かな憩いと交流の場を提供する 

・地域の活性化に寄与する 

公
開 
・
開
館
時
間
等 

公開時間 午前10時～午後５時 開館時間 午前９時～午後５時 

公
開
期
間 

４月29日から11月23日まで 

休

館

日 

旧町村邸 
月曜日(休日のときは翌日) 

12月29日～１月３日 

第一牛舎 

製酪室 

月曜日(休日のときは翌日) 

11月24日～４月28日 

 教育委員会が特に必要があると認

めるときは、これを変更し、又は臨

時に閉鎖することができる。 

 教育委員会が特に必要があると認めると

きは、開館時間を変更することができる。 

 教育委員会が特に必要があると認めると

きは、臨時に休館し、又は休館日に開館す

ることができる。 
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資料６



 ⑵ 使用料

   新たに整備する多目的室に係る使用料の規定を追加

室

多目的室Ａ

多目的室Ｂ

多目的室Ｃ

多目的室Ｄ

  その他、時間を延長した場合などの使用料について、備考で規定

 

３ 参考 

 

の規定

 区 分 

 

 

 

 

 

を追加 

午
午前９時～正午

 前 

１，７００

６００

６００

５００

 

時  

 午後１時～午後５時

円 

 

 

 

 

 

 

間  区

午 後 

２，３００

９００

８００

７００

  分 

後１時～午 ５時 午前９時～午後５時

円 

 

 

 

 

 

全 日
午前９時～午後５時

４，０００

１，５００

１，４００

１，２００

 

 
 

円 
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子ども用スペース

授乳室

農機具
展示

パネル
展示

パ

ド

ッ

ク

第一牛舎改修イメージ図
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